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平成３年（1991）
■山村穂積：経済大国ニッポンの獣医師のあり方を考える、

Pro Vet、1、14、1991
■柴崎文男：広範な脊髄軟化を呈したイヌの1例、広島県獣医

学会雑誌、6、23-25、1991
■仲庭茂樹、竹橋史雄：イヌの悪性黒色腫の1例、第44回獣医麻

酔外科学会講演要旨、83-86、1991
■下田哲也：外科療法と科学療法の併用療法を行った猫のリ

ンパ肉腫の2例、第44回獣医麻酔外科学会講演要旨、87-92、
1991

■上月茂和：重度消化器疾患の手術管理　胃拡張−捻転症候
群の術前・術中・術後管理について−、第44回獣医麻酔外科
学会講演要旨、144-151、1991

■桑原康人、靍野光興、上月茂和、榎本浩文、金尾　滋、山根義
久：パフィコート定裏分析法（QBCA）の犬および猫の臨床
血液検査の応用、獣畜新報、44（2）、55-60、1991

■山根義久：犬と猫の老齢期の疾患、循環器系の異常－僧帽弁
閉鎖不全症－、獣畜新報、44（6）、349-355、1991

■靏野光興、上月茂和、桑原康人、金尾　滋、榎本浩文、山根義
久：犬の交通事故による胆管損傷の1外科的治験例、獣畜新
報、44（8）、529-531、1991

■上月茂和、靏野光興、榎本浩文、金尾　滋、桑原康人、山根義
久：POMRによる症例検討－胸水のみられた犬の1例－、獣
畜新報、44（11）、699-702、1991

■靏野光興、上月茂和、金尾　滋、桑原康人、榎本浩文、山根義
久：POMRによる症例検討－エプスタイン奇形と診断した
犬の1例－、獣畜新報、44（11）、703-707、1991

■山根義久：小動物領域における開胸術2－開胸術が要求され
る疾患（2）－、CAP、6（27）、5-8、1991

■山根義久：小動物領域における開胸術3－開胸手術に必要な
手術設備、材料および器機（1）－、CAP、6（28）、5-8、1991

■山根義久：小動物領域における開胸術4−開胸手術に必要
な手術設備・材料および器機（2）－、CAP、6（29）、5-10、
1991

■山根義久： 小動物領域における開胸術5－開胸手術に必要
な手術の麻酔－、CAP、6（30）、25-30、1991

■山根義久：小動物領域における開胸術6－手術適応と術前、
術後管理－、CAP、6（31）、5-8、1991

■山根義久：犬糸状虫症について、林薬品畜産だより、38（7）、
5-6、1991

■上月茂和、清水栄治、靏野光興、榎本浩文、金尾　滋、桑原康
人、山根義久、平林白一：慢性腎不全モデル猫における血液
透析の基礎的研究、動物血液浄化、1、23-30、1991

■山根義久：日常臨床における重篤な不整脈をどうコント
ロールするか（パートI）、基礎編、第12回小動物臨床研究会、
Pro（No.1）、卒セミナー、71-81、1991

■山根義久：小動物における気管虚脱の病態と治療−気管虚
脱に対する新しい処置法としてのステントの実験的、臨床
的応用−、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、231-238、1991

■山形静夫、山縣浩海、山根義久、上月茂和、靏野光興、金尾　
滋、桑原康人、榎本浩文、松本英樹、河野史郎：実験モデル（イ
ヌ）による右大動脈弓遺残症に対する新しい外科治療法
の試み、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.2）、一般講演、
339-343、1991

■山縣浩海、山形静夫、山根義久、上月茂和、靏野光興、金尾　
滋、桑原康人、榎本浩文、松本英樹、河野史郎：右大動脈弓遺
残症に対する新しい外科的治療法によるイヌとネコの治験
例、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.2）、一般講演、344-
348、1991

■松本英樹、上月茂和、靏野光興、桑原康人、金尾　滋、榎本浩
文、河野史郎、山根義久：臨床例における犬の心電図変化
の検討、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.2）、一般講演、
349-357、1991

■靏野光興、上月茂和、桑原康人、金尾　滋、榎本浩文、松本英
樹、河野史郎、山根義久、高吉祐之、馬場寿一、斉藤　亮、岩淵
成紘、橋本和典：犬パルボウィルス検出キット「NZ-40」の臨
床試験、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.2）、一般講演、
367-372、1991

■金尾　滋、上月茂和、靏野光興、榎本浩文、桑原康人、松本英
樹、河野史郎、山根義久：エリスロポエチン製剤（ESPO）の
貧血猫に対する臨床応用の検討−第2報−、第12回小動物臨
床研究会、Pro（No.2）、一般講演、373-383、1991

■内野富弥、上月茂和、山根義久、本好茂一：ネコインターフェ
ロンのフィールドFCIの治療試験成績、第12回小動物臨床
研究会、Pro（No.2）、一般講演、388-395、1991

■上月茂和、内野富弥、山根義久、本好茂一：ネコインターフェ
ロンのフィールドFVRの治療試験成績、第12回小動物臨床
研究会、Pro（No.2）、一般講演、396-401、1991

■桑原康人、靏野光興、上月茂和、金尾　滋、榎本浩文、松本
英樹、河野史郎、山根義久：VISIONシステムによるCRPの
小動物における臨床応用、第12回小動物臨床研究会、Pro

（No.2）、一般講演、402-417、1991
■金尾　滋、上月茂和、靏野光興、桑原康人、榎本浩文、清水栄

治、山根義久：高カリウム血漿を併発したFUSに認められ
た不整脈の2症例、小動物臨床、10（6）、62-65、1991

■山根義久：高齢イヌ・ネコにおける心電図変化−主として臨
床例を中心に−、Jap.J.Electrocardiolgy,Vol.Suppl,1、S-1、
125-132、1991

■靏野光興、山根義久、上月茂和、金尾　滋、桑原康人、榎本浩
文、春名章宏、柴崎文男、山縣浩海、野一色泰晴：犬糸状虫症
における少量アスピリンとトラピジルの併用効果について
−投与前後の血行動態的検討と臨床応用−、日本小動物獣
医学会年次大会プログラム、224-229、1991

■桑原康人、靏野光興、上月茂和、榎本浩文、金尾　滋、山根義
久：バフィーコート定量分析法（QBCA）の犬および猫の臨
床血液検査の応用、獣畜新報、44（2）、55-60、1991

■山形静夫：眼科の日常診療、第2回若潮会研究会、セミナーテ
キスト、1991

■山形静夫：眼科の日常診療－角膜、ぶどう膜疾患－、第12回
小動物臨床研究会、Pro（No.1）、卒セミナー、61-64、1991

■山形静夫： 眼瞼の疾患について－眼瞼の解剖と生理－、第
12回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、191-192、1991

■小出和欣：小動物領域への内視鏡の応用 d）内視鏡による
上部消化管内異物摘出、第12回小動物臨床研究会、Pro

（No.1）、パネルディスカッション、12、157-162、1991
■松本英樹、上月茂和、靍野光興、桑原康人、金尾　滋、榎本浩

文、河野史郎、山根義久：臨床例における犬の心電図変化
の検討、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.2）、一般講演、
349-357、1991

■藤原　明：飼鳥と野生鳥獣の管理と疾病、（a）飼鳥の取扱い
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と管理、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネルディ
スカッション、239-244、1991

■仲庭茂樹：猫泌尿器症候群（FUS）の発症動向、獣畜新報、44
（1）、36-40、1991

■山村穂積：実践・犬と猫の骨盤骨折の治療（その2）、獣畜新
報、44（1）、56-60、1991

■山村穂積：実践・犬と猫の骨盤骨折の治療（その3）、獣畜新
報、44（2）、45-49、1991

■板倉裕明、山村穂積：小動物診療の的確な診断・治療へのア
プローチ、獣畜新報、44（4）、22-25、1991

■板倉裕明、大塚敏夫、三枝早苗、山村穂積： 角膜上皮損傷に
対するアセチルシスティン点眼液の効果、獣畜新報、44

（11）、717、1991
■板倉裕明、大塚敏夫、高野　智、長谷川行男、三枝早苗、山村

穂積：副腎皮質機能充進症に認められたうっ血性心不全の
犬の1例、獣畜新報、44（12）、791-794、1991

■下田哲也：猫白血病について、林薬品畜産だより、37（4）、
5-6、1991

■下田哲也：小動物の血液疾患－症例からみた血液像、骨髄像
の読み方－、第12回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、卒セミ
ナー、65-70、1991

■下田哲也：イヌの自己免疫性溶血性貧血の23例、小動物臨
床、10（3）、71-74、1991

■田口淳子、石山典枝、春名章宏：脊髄損傷のネコの排尿障害
に対するα遮断薬の応用1例、小動物臨床、10（5）、83-86、
1991

■下田哲也：猫白血病ウイルス（FeLV）の感染に伴ってみら
れる非再生性貧血の鑑別診断について、小動物臨床、10（6）、
74-80、1991

平成４年（1992）
■宇野雄博：イヌとネコの尿路変更術−ネコの尿路変更術－

腎近位での両側尿管断裂の修復－、第13回小動物臨床研究
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、131-135 、1992

■山形静夫：ブドウ膜疾患について－前部ブドウ膜炎の病態
と治療－、第13回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、231-234、1992

■小出由紀子：ルーチン検査のやり方とその読み方、第13回
小動物臨床研究会、Pro（No.4）、AHTセミナー、15-23、
1992

■小出和欣：小動物の血液凝固異常について c）一般臨床家に
できる凝固系検査法について、第13回小動物臨床研究会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、201-212、1992

■松本英樹、靍野光興、上月茂和、田口淳子、河野史郎、鯉江　
洋、山根義久、青山紳一、野一色泰晴：実験的肺動脈流出路拡
大形成術へのウシ静脈処理片の応用、第13回小動物臨床研
究会、Pro（No.3）、一般講演、70-77、1992

■竹中雅彦、村上元彦、野呂浩介：ネコの漏斗胸に対する外科
的アプローチ、第13回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般
講演、89-98、1992

■藤原　明：飼鳥、野鳥およびエキゾチックアニマルへのア
プローチ、a）飼鳥の取扱い方と診療の進め方、第13回小動
物臨床研究会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、291-
304、1992

■下田哲也：DiGuglielmo症i候群（赤白血病）の猫の1例、獣畜
新報、45（8）、596-598、1992

■田口淳子、石山典枝、春名章宏：犬の自己免疫性溶血性貧血

について、林薬品畜産だより、42、7-8、1992
■小出由紀子：卵巣機能不全に起立すると思われるイヌの脱

毛症の1例、林薬品畜産だより、42、13-14、1992
■田口淳子、石山典枝、春名章宏：クリプトコッカス症の猫の1

例、動物臨床医学、1（1）、33-37、1992
■竹中雅彦：イヌのPIE症候群の一例、広島県獣医学会雑誌、

7、15-20、1992
■山根義久：小動物領域における開胸術7−手術適応と術前・

術後管理−、CAP、7（34）、14-19、1992
■山根義久：小動物領域における開胸術8−肺切除術−、

CAP、7（35）、5-7、1992
■山根義久：小動物領域における開胸術9−肺切除術−、

CAP、7（36）、5-9、1992
■山根義久：小動物領域における開胸術10−食道の手術−、

CAP、7（37）、5-9、1992
■山根義久：小動物領域における開胸術11−食道の手術（臨床

例）−、CAP、7（42）、5-8、1992
■山根義久：日常臨床における重篤な不整脈をどうコント

ロールするか−（パートII）臨床編、第13回小動物臨床研究
会、Pro（No.1）、卒セミナー、21-29、1992

■上月茂和、靏野光興、松本英樹、河野史郎、田口淳子、鯉江　
洋、山根義久：慢性腎不全症例に対する経口吸着剤（クレメ
ジン）の臨床的検討、第13回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、
一般講演、36-42、1992

■内野富弥、上月茂和、山根義久、本好茂一： ネコインター
フェロンの野外FCIの治療効果−2.5MU/kg投与成績、第13
回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、43-48、1992

■靏野光興、上月茂和、松本英樹、田口淳子、河野史郎、鯉江　
洋、山根義久、青山伸一：体外循環による開心術へのアプ
ローチ−中心冷却による低体温を併用した体外循環法の
検討、第13回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、65-
69、1992

■松本英樹、靏野光興、上月茂和、田口淳子、河野史郎、鯉江　
洋、山根義久、青山伸一、野一色泰晴：実験的肺動脈流出路拡
大形成術へのウシ静脈処理片の応用、第13回小動物臨床研
究会、Pro（No.3）、一般講演、70-77、1992

■實方　剛、杉本達也、為近俊幸、入谷展弘、坪倉　操、春名章
宏、上月茂和、靏野光興、山根義久：ラテックス凝集反応によ
る簡便なイヌパルボウィルス感染症の迅速診断、第13回小
動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、83-88、1992

■下田哲也：猫の悪性リンパ腫に対する私のプロトコール、
CAP、7（40）、57-59、1992

■野一色泰晴、小柳　仁、宮田輝夫、長岡昭二、山根義久：成長
できる人工血管の長期経過および安全性に関する基礎的研
究、平成1年度一平成3年度科学研究費補助金（試験研究）研
究成果報告書、1992

■山村穂積、平林白一、保志昌子：骨プレーティングにおける
小型動物用チタン蒸着プレートの応用、第13回小動物臨床
研究会、Pro（No.3）、一般講演、78-82、1992

■山村穂積：猫の骨盤骨折、獣畜新報、45（5）、307-310、1992
■山村穂積：犬の前立腺肥大（1）、獣畜新報、45（5）、332-337、

1992
■山村穂積：犬の前立腺肥大（2）、獣畜新報、45（7）、507-512、

1992

平成５年（1993）
■山根義久：小動物領域における開胸術12−横隔膜の手術−、



11 

研
究
業
績
　【
3
】
そ
の
他
の
論
文

164
CAP、8（44）、5-7、1993

■山根義久：横隔膜ヘルニアの手術（1）、CAP、8（46）、13-
17、1993

■山根義久：横隔膜へルニアの手術（2）、CAP、8（48）、5-8、
1993

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（PDA-1）、CAP、
8（52）、5-8、1993

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（PDA-2）、CAP、
8（54）、5-8、1993

■山根義久：犬の拡張型心筋症、第14回小動物臨床研究会、
Pro（No.1）、卒セミナー、49-56、1993

■内野富弥、上月茂和、宇野雄博、熊井治孝、佐々木泰造、下田
和伸、下田哲也、三阪和徳、山根義久、本好茂一：ネコイン
ターフェロンによる野外FVRの治療効果一2.5MU／㎏投
与成績一、第14回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、
50-57、1993

■實方　剛、中山智之、坪倉　操、山根義久、春名章宏、江口博
文、木下久則、峠　和明、磯辺洋子、宇野雄博、棚町　直：下痢
症状を呈したイヌの糞便からウィルスの検索、第14回小動
物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、80-87、1993

■山根義久：心不全についての治療方針、JSACHC講演集、
37-42、1993

■佐藤正勝：各地の野生鳥獣の保護、管理に対する対応－各地
の対応と獣医師としてのかかわり（大阪府における現状）－、
第14回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、237-243、1993

■山形静夫：盲目の臨床（主に中間透光体が混濁していない場
合）－眼底までが正常な場合－、第14回小動物臨床研究会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、281-283、1993

■松本英樹、上月茂和、河野史郎、鯉江　洋、増田裕子、柴原イ
ネ、政田早苗、久野由博、坂井尚子、山根義久：小動物シンポ
ジュウム　開心術をめぐる諸問題－人工心肺使用の問題点－、
第59回日本獣医循環器学会資料 、41-45、1993

■松本英樹：各種病態時の血管拡張薬の使い方－重度心不全
に対する血管拡張薬の使用－、第14回小動物臨床研究会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、323-328、1993

■土井口　修、松山琢哉：獣医学におけるProximal Isovelocity 
Surface Area（PISA）法による僧帽弁逆流の定量的評価、
Journal of JAHA、26、10-15、1993

■藤田桂一：歯冠ワイヤー固定後の切歯切削痕にコンポジッ
トレジン修復を行った1例、小動物の臨床＇93.Ⅲ、文永堂出
版、59-66、1993

■藤田桂一：長期停滞していた異物により腸閉塞を起こした
犬の1例、小動物の臨床＇93.Ⅲ、文永堂出版、90-104、1993

■藤原　明：各地の野生鳥獣の保護管理に対する対応、e）各
地の対応と獣医師としての関り方、第14回小動物臨床研究
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、245-250、1993

■藤原　明、三坂康一、小幡朝一、藤原元子：歯科用レジン（GC 
Ostron 100）を用いたギプス固定法、小動物臨床、68、71-
79、1993

■和泉谷　研、半田悦子、三枝松邦子、高田節子、佐藤正勝：全
身性犬毛包虫症（Demodex.canis）に対するイベルメクチン
反復大量投与例、小動物臨床、65、83-88、1993

■山村穂積：動きのイメージ新しい創外固定法とその適応、
CAP、8（45）、58-59、1993

■山村穂積：東京文化の狭間に、CAP、8（45）、79-80、1993
■山村穂積：いま話題の臨床テクニック底流量麻酔法の手順、

CAP、8（52）、56-58、1993
■下田哲也、辻井宏文、山田　吏：犬と猫の免疫介在性溶血性

貧血の比較検討、第14回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一
般講演、69-71、1993

■山村穂積：耳洗浄剤「エピオテイック」の臨床応用試験報
告、小動物皮膚科臨床、14、1-3、l993

■山村穂積：猫の泌尿器疾患の周辺外科からみた猫の泌尿器
疾患、獣畜新報、46（1）、24-28、1993

■仲庭茂樹：猫泌尿器症候群（FUS）の発症動向、獣畜新報、
46（1）、36-40、1993

■下田哲也：人の急性骨髄性白血病のFAB分類と犬と猫の急
性骨髄性白血病の分類基準の相違とその問題点、獣畜新報、
46（4）、340-343、1993

■和泉谷　研、半田悦子、三枝松邦子、高田節子、佐藤正勝：全
身性犬毛包虫症（Demodexcanis）に対するイベルメクチン
厚復大量投与例、小動物臨床、12（2）、83-88、1993

■藤原　明、三坂康一、小幡朝一、藤原元子：歯科用レジン
（GCOstron100）を用いたギブス固定法、小動物臨床、12（5）、
71-79、1993

■赤木哲也：肩甲関節部での断脚術を施した猫の2症例、イン
ターズーケーススタディー関節疾患、29、1993

■赤木哲也：テンションバントとピンで整復を行った猫の肘
頭骨折の1例、インターズーケーススタデイー関節疾患、
42、1993

■藤原　明、藤原元子、小幡朝一：経寛骨臼ピンニング法によ
る股関節脱臼整復術、インターズーケーススタディー関節
疾患、65-70、1993

■赤木哲也：オーバー・ザ・トップ法の変法による犬の前十字
靭帯断裂の整復例、インターズーケーススタデイー関節疾
患、126、1993

■赤木哲也：骨ネジとテンションバンドワイヤーで整復を
行った猫の脛足根関節脱臼の1例、インターズーケーススタ
ディー関節疾患、126、1993

■山村穂積：腹膜透析法の一手技、動物臨床医学、2（1）、65-
70、1993

平成６年（1994）
■野一色泰晴、松本昭彦、後藤　久、山根義久：高有孔性人工血

管を安全に使用する方法の開発とその新生内膜形成に関す
る基礎的研究、平成4年度−平成5年度科学研究費補助金（一
般研究B）研究成果報告書、1994

■柴崎文男：ネコの脊椎炎の1例、広島県獣医学会雑誌、9、
33-35、1994

■佐藤正勝、神谷新司、左向敏紀、小山秀一、山野秀二、醍醐正
之、本好茂一：ネコの膵外分泌部におけるピーナッツレク
チンの結合部位、日本獣医畜産大学研究報告、43、37-41、
1994

■佐藤正勝：各地の野生鳥獣の保護,管理に対する対応－大阪
府における現状と対応・獣医師としてのかかわり－、大阪府
獣医師会報、45、45-53、1994

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（PRAA）、CAP、
8（56）、5-8、1994

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（右大動脈弓遺残
症の臨床例）、CAP、9（58）、5-10、1994

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（肺動脈狭窄症）、
CAP 、9（60）、5-7、1994

■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（肺動脈狭窄症手
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術法）、CAP 、9（64）、5−9、1994

■山根義久：循環器病の診断と治療（講義と実習・基礎編）．心
不全治療へのアプローチ法－主に左心不全時における薬物
療法－、JSACHC講演集、16-19、1994

■山根義久：小動物臨床栄養学の将来と展望、VMA NEWS、
31、4-7、1994

■山根義久：僧帽弁閉鎖不全症：Mitral insufficiency（MI）, 
Mitral regurgitation （MR）、臨床五月会10周年記念公開セ
ミナーテキスト、3-16、1994

■山根義久：動物臨床医学の向上を目指して、コンパニオンア
ニマル情報誌ホームズ、l、17-22、1994

■山根義久：血液ガスの基礎知識と臨床応用（そのI）、第15回
小動物臨床研究会、Pro（No.1）、卒セミナー、97-103、1994

■小松忠人、氏政雄揮、片岡庸子、片江宏己、靏野光興、松本英
樹、政田早苗、山根義久：ACE阻害剤アラセプリルの犬の慢
性心不全の治療−1.実験的僧帽弁開鎖不全症モデル犬に
おける至適投与量の設定、第15回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、7-13、1994
■小山秀一、内野富弥、山根義久、山村穂積、氏政雄揮、片江宏

己、本好茂一：ACE阻害薬アラセプリルの犬の慢性心不全
の治療効果−2.フィールドにおける慢性心不全症例犬に対
する短期・長期臨床効果−、第15回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、14-16、1994
■永田  正、竹村直行、鷲津　誠、本好茂一、若尾義人、高橋　

貢、松本英樹、山根義久：犬の慢性心不全に対するマレイン
酸エナラプリルの治療試験、第15回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、17-32、1994
■小口洋子、松本英樹、増田裕子、山根久恵、髙島一昭、三宅ゆ

かり、久野由博、政田早苗、柴原イネ、坂井尚子、山根義久：心
疾患の治療指針としての心拍数と心拍変動の応用、第15回
小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、33-36、1994

■久野由博、河野史郎、氏政雄揮、片江宏己、政田早苗、柴原
イネ、小口洋子、増田裕子、松本英樹、坂井尚子、山根義久、
上月茂和、鯉江　洋：犬の鎮痛抗炎症剤としてのFlunixin 
meglumineの臨床試験、第15回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、71-78、1994
■鯉江　洋、村杉英治、雨森　隆、石井　悟、松尾克徳、渡部栄

徳、久野由博、上月茂和、松本英樹、河野史郎、増田裕子、柴
原イネ、政田早苗、小口洋子、坂井尚子、山根義久：犬および
猫の尿路感染症におけるニューキノロン系合成抗菌剤エン
ロフロキサシンの有効性、第15回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、79-87、1994
■山根義久： 小動物領域における麻酔の現状と間題点、獣畜

新報、4（11）、909−913、1994
■山根義久：血管拡張薬を主にした犬の心不全治療へのア

プローチ法−特に僧帽弁閉鎖不全症における治療法−、
mVm、15（1）、36-44、1994

■下田哲也：急性非リンパ性白血病（ALL）の臨床、第2回小動
物臨床血液研究会、14-18、1994

■山形静夫：小動物眼科における日常診療、講習会テキスト、
八仙会（宮崎）、1994

■山形静夫： 盲目の臨床（Ⅱ）緑内障－診断と内科的治療－、
第15回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、1994

■山根義久、松本英樹：小動物循環器疾患講座シリーズ　胸
部疾患の外科と内科、講習会テキスト、学際企画（東京）、
1994

■小出和欣：横隔膜ヘルニアb）外傷性横隔膜ヘルニアの統
計学的検討、第15回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、15（1）、301-304、1994

■小出和欣：動物病院におけるコンピューターを利用した経
営管理について－市販会計ソフトの紹介－、第15回小動物
臨床研究会、Pro（No.4）、奥様セミナー、14-19、1994

■松本英樹：横隔膜ヘルニア−パッチグラフト－特にバイオ
プロテーゼを用いた外科的整復術－、第15回小動物臨床研
究会 、Pro（No.1）、パネルディスカッション、305-309、1994

■藤田桂一：猫の腸重積の1例、小動物の臨床＇94. Ⅰ、文永堂
出版、88-106、1994

■藤田桂一：犬の尿酸アンモニウム結石症の1例、小動物の臨
床＇94. Ⅰ、文永堂出版、117-130、1994

■藤田桂一：猫の縦隔洞気腫～皮下気腫の1例、小動物の臨床
 ＇94. Ⅲ、文永堂出版、62-68、1994
■藤田桂一：犬の腸重積の1例、小動物の臨床＇94. Ⅲ、文永堂

出版、69-86、1994
■藤田桂一：ストルバイト結石により尿道閉塞を起こした

犬の1治療例、小動物の臨床＇94. Ⅲ、文永堂出版、117-132、
1994

■竹中雅彦、小笠原剛士：イヌとネコの再成不良性貧血の各一
例、広島県獣医学会雑誌、9、25-29、1992

平成７年（1995）
■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（肺動脈狭窄症の

臨床例）、CAP、9（66）、5-8、1995
■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（心房中隔欠損

症）、CAP、10（68）、5-10、1995
■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（心房中隔欠損

症）、CAP、10（70）、5-7、1995
■山根義久：先天性心血管疾患に対する手術（心室中隔欠損

症）、CAP、10（74）、5-8、1995
■山根義久：血液ガスの基礎知識と臨床応用（そのII）、第16回

小動物臨床研究会、Pro（No.1）、卒セミナー、45-50、1995
■松本英樹、山根義久、内田佳子、中出哲也、大友勘十郎、東堤

稔、坂本雅子：犬の真菌性外耳炎に対する1％ピマリシン点
耳薬の治療効果、第16回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一
般講演、17-22、1995

■城下幸仁、山根義久、廣田尚享、白井由美子、籠瀬　純、清水
美希、田中　綾、藤沢史子：犬の動脈血と静脈血の血液ガ
ス値をはじめとした各種パラメータの相関性－特に麻酔
時（前・中・後）における－、第16回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、23-27、1995
■髙島一昭、松本英樹、増田裕子、小口洋子、山根久恵、三宅ゆ

かり、久野由博、政田早苗、柴原イネ、呉　俊煕、坂井尚子、山
根義久：犬猫の循環器疾患618例に対する調査、第16回小動
物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、28-35、1995

■小口洋子、松本英樹、増田裕子、山根久恵、髙島一昭、三宅ゆ
かり、久野由博、政田早苗、柴原イネ、坂井尚子、山根義久、
大石  勇：Melarsomine dihydrochloride を用いた犬糸状
虫駆虫におけるVet-RED （犬糸状虫成虫抗原検出キット）
陽性度判定の臨床的評価、第16回小動物臨床研究会、Pro

（No.3）、一般講演、93-100、1995
■政田早苗、松本英樹、増田裕子、小口洋子、柴原イネ、久野由

博、山根久恵、三宅ゆかり、髙島一昭、呉　俊煕、坂井尚子、實
方　剛、山根義久：迅速、簡便なラッテクス凝集反応による
犬パルボウィルス、猫汎白血球減少症ウィルス検出試薬の
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臨床試験、第16回小動物臨床研究会、Pro（No.3）、一般講演、
101-105、1995

■Yamane Y. ：Open Heart Surgery by the Cardiopulmonary 
Bypass technique , Proceedings of the World Veterinary 
Congress、283- 285、1995

■Yamane Y. ：Evaluation of Enalapril Maleate for Treatment 
of Chronic Heart Failure in Dogs, Proceedings of the 
Pre-seminar Congress World  Small Animal Veterinary 
Association 、12-19、1995

■下田哲也：血液像・骨髄像の鏡検の基本・ベッドサイドの細
胞診、臨時増刊号、Pro Vet、8、42-46、1995

■下田哲也：血液像・骨髄像の基本的な見方、第4回小動物臨床
血液研究会、5-10、1995

■小出和欣：猫の心筋症について c）内科的治療、第16回小
動物臨床研究会 、Pro（No.1）、パネルディスカッション、
189-200、1995

■藤田桂一、戸野倉雅美、小久保貴世子、藤田理恵子：犬の歯肉
増殖症の1症例、mVm、4（3）、5-9、1995

■藤田桂一：AHTとして知っておきたい歯科基礎知識、AS、
65 、4-8、1995

■藤田桂一： 歯と口腔の病気と衛生、グルーマー（ペットラ
イフ社）、19 、1995

■藤田桂一： 歯垢歯石除去　予防歯科処置、日本小動物歯科
研究会資料、パネルディスカッション、1995

■山村穂積：会陰ヘルニアの1手術法－腹腔内固定法－、第
16回小動物臨床研究会、Pro（No.1）、卒セミナー、53-59、
1995

■下田哲也：血液像、骨髄像の基本的な見方、第16回小動物臨
床研究会、Pro（No.1）、卒セミナー、77-80、1995

■山村穂積：会陰ヘルニアの一手術法、動物臨床医学、4（1）、
43-48、1995

平成８年（1996）
■佐藤正勝、斎藤明徳、和泉谷　研、半田悦子、鷹羽頼子：全身

性犬毛包虫症（Demodecosis）に対するイベルメクチン・ア
ミトラズの反復併用例、獣医皮膚科臨床、2（1）、7-9、1996

■松本英樹、増田裕子、小口洋子、髙島一昭、山根久恵、三宅ゆ
かり、野一色泰晴、山根義久： 犬の会陰ヘルニアにデナコー
ル処理牛静脈片を使用したPlug repairの1例、獣畜新報、
49（4）、273-276、1996

■髙島一昭：犬糸状虫症における成虫駆除のアプローチ－
Melarsomine dihydrochloride（イミトサイド）による成虫駆除
症例－、第17回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッ
ション、149-153、1996

■下田哲也：白血病・リンパ腫の診断と治療、（財）動物臨床医
学研究所セミナー（九州）資料、35-58、1996

■山形静夫：角膜潰瘍の診断と治療－角膜潰瘍の検査と診断－、
第17回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、
245-247、1996

■小出和欣：肝疾患の診断 c）肝疾患の血液検査、第17回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、227-
239、1996

■松本英樹、山根義久：胸部疾患における開胸術の適応と実
際－右大動脈弓遺残症－、第52回獣医麻酔外科学会、27

（Suppl 1）、17-20、1996
■松本英樹：救急治療の現在、ショック －マニュアルと症例

で要点をつかむ－、CAP、11（85）、36-48、1996

■織間博光、小出和欣、小山一輝、新名道春： 特集　輸液療法
を成功させるテクニック Part1−ケーススタディーから学
ぶ輸液の選択−、座談会、CAP、11（80）、24-33、1996

■織間博光、小出和欣、小山一輝、新名道春： 特集　輸液療法
を成功させるテクニック Part2−ケーススタディーから学
ぶ輸液の選択−、座談会、CAP、11（81）、39-41、1996

■土井口　修、吉本明美、樋口充宏、坂田美和子、土井口　勝：
心エコー図で長期観察を行っている犬の心室中隔欠損の１
症例、獣畜新報、49（9）、728-732、1996

■藤田桂一：犬の不完全腸閉塞の1例、小動物の臨床＇96.Ⅱ、文
永堂出版、58-71、1996

■藤田桂一：犬の膣に生じた可移植性性器肉腫の1例、小動物
の臨床＇96.Ⅱ、文永堂出版、87-95、1996

■山根義久：獣医科臨床における高度外科医療の現状と将来、
SAC（Small  Animal Clinic）、102、10-16、1996

■山根義久：手術をより安全に実施するための五感を用いた
術前検査、第17回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、
9-17、1996

■内野富弥、山根義久、本好茂一：ネコインターフェロンによ
るイヌパルボウィルス感染症に対する治療効果、第17回動
物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、5-15、1996

■政田早苗、小口洋子、増田裕子、久野由博、髙島一昭、山根久
恵、三宅ゆかり、山本　滋、廣田尚享、長澤　裕、片岡智徳、坂
井尚子、山根義久、藤田敏一：犬の皮膚病と外耳炎に対する
ラクトニンの臨床応用試験、第17回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、44-49、1996
■丸尾幸嗣、柴崎　哲、鈴木　馨、山根義久：犬・猫における

ポータブル血液化学検査システム  Vet  Scanシステムの臨
床応用に関する検討、第17回動物臨床医学会、Pro（No.3）、
一般講演、50-51、1996

■山本　滋、松本英樹、山根久恵、増田裕子、小口洋子、髙島
一昭、三宅ゆかり、長澤　裕、久野由博、政田早苗、呉　俊
煕、廣田尚享、坂井尚子、山根義久：生化学検査システムVet  
Scan の小動物臨床への応用、第17回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、52-59、1996
■柴崎　哲、松本英樹、城下幸仁、鈴木　馨、丸尾幸嗣、山根義

久：犬における常温下体外循環と中心冷却体外循環での血
行動態の比較検討 、第17回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一
般講演、60-67、1996

■城下幸仁、柴埼　哲、佐藤立志、針谷すみ子、大串直史、平尾
秀博、鈴木　馨、丸尾幸嗣、山根義久：犬の動脈血と末梢静
脈血間におけるpH, PCO2, HCO3-,B.E.値の実験的比較検
討、第17回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、68-75、
1996

■松本英樹、増田裕子、小口洋子、髙島一昭、山根久恵、三宅ゆ
かり、野一色泰晴、山根義久：犬の会陰ヘルニアにデナコー
ル処理牛静脈片を使用した Plug repairの1例、獣畜新報、
49（4）、273-276、1996

■山根義久：心不全の各種病態（五段階分類）における最近の
薬物治療の考え方、（財）動物臨床医学研究所セミナー（九
州講演集）、1-19、1996

■山根義久：手術をより安全に実施するための各種モニター
の応用－心拍数から血液ガスまで−、（財）動物臨床医学研
究所セミナー（北海道講演集）、1-14、　1996

■下田哲也：一般臨床家のためのリンパ腫の診断と治療、第17
回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、99-104、1996

■柴崎文男：イヌの咽頭腫瘍の1例、広島県獣医学会雑誌、11、
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35-37、1996

■佐藤正勝：ネコの膵外分泌に関する研究－血清リパーゼ・漿
アミラーゼ活性の変化について－、日本獣医畜産大学研究
報告、45、93、1996

■廣瀬孝男：犬猫の血液に関するトピックス－血液寄生虫－、
animal specialist、8（8）、1996

■久野由博：誤嚥－緊急処置とその後の管理－、CAP、11
（85）、32-35、1996

■政田早苗：救急医療の現在 Part.2 止血法－出血傾向の処置
を中心に－、CAP、11（86）、30-34、1996

■下田哲也： 直接クームス（抗グロブリン）試験のテクニッ
ク、動物臨床医学、5（3）、29-31、1996

平成９年（1997）
■山根義久：心不全の各種病態（五段階分類）における最近の

薬物治療−特に肺水腫、腹水、胸水犬をどうコントロールす
るか−、（財）動物臨床医学研究所セミナー（九州講演集）、
1-11、1997

■山根義久： 動脈管開存症の治療と予後、第66回日本獣医循
環器学会抄録、38-41、1997

■長澤　裕、増田裕子、小口洋子、髙島一昭、髙島久恵、山本　
滋、片岡智徳、久野由博、政田早苗、廣田尚享、坂井尚子、山
根義久：納豆菌類似菌による発酵フードの犬における栄養
評価試験、第18回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、
5-13、1997

■永田　正、木下　規、大西堂文、宇塚雄次、髙島一昭、松本英
樹、山根義久：イベルメクチン・パモ酸ピランテルチュアブ
ル製剤の犬糸状虫および犬回虫・犬鉤虫に対する有効性、第
18回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、35-38、1997

■下田哲也、内野富弥、山根義久、本好茂一：ネコインターフェ
ロンによるイヌパルボウィルス感染症に対する治療効
果、第18回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、42-54、
1997

■野田　桂、大串直史、倉田　修、平尾秀博、星　克一郎、柴崎
哲、山根義久： 犬におけるカラードマイクロスフェア法を
用いた薬物投与時の血行動態変動の検討−ドパミン投与が
各臓器血流に及ぼす影響−、第18回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、55-60、1997
■山根義久：小動物における救急医療の実際－救急動物の初

期治療と心肺系疾患に対する処置法（分担執筆）、学際企画
（東京）、1-28、1997

■髙島一昭：肺動脈症に対する外科的アプローチ－人工心肺
を用いた中心冷却体外循環法－、第1８回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、173-176、1997

■藤原　明：ウサギとハムスターの臨床、a）ウサギとハムス
ターの飼育管理、第18回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネ
ルディスカッション、207-210、1997

■佐藤正勝：犬の糖尿病に生合成ヒトイソフェンインスリン
（N.N）を使用した１例、CASE REPORT 小動物診療＇97、
ケースレポートとクリニカル、128-130、1997

■下田哲也：血液疾患に対するインターフェロン療法、第8回
小動物臨床血液研究会、12-17、1997

■山形静夫：角膜潰瘍の診断と治療、（財）動物臨床医学研究所
セミナー（九州）資料、29-40、1997

■山形静夫：日常診療における眼科へのアプローチ、愛媛県獣
医師会（松山）、講習会テキスト、1997

■山形静夫：白内障の診断と治療－水晶体嚢外摘出術－、第18

回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、
227-232、1997

■小出和欣： 肝疾患の血液検査1－肝疾患へアプローチする
ための基本－、CAP、シリーズ、94、11-20、1997

■小出和欣： シリーズ　肝疾患の血液検査2－血清酵素学的
検査－、CAP、95、18-27、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査3－肝機能検査－、
CAP、96、18-27、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査4－黄疸鑑別の検
査－、CAP、97、20-29、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査5－肝疾患の原因究
明に役立つ検査－、CAP、98、16-22、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査6－肝疾患時の凝血
学的検査Part1－、CAP、99、48-52、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査7－肝疾患時の凝血
学的検査Part2－、CAP、101、8-13、1997

■小出和欣：シリーズ　肝疾患の血液検査8－肝性脳症と門脈
体循環短絡症の診断PartⅠ－、CAP、102、21-25、1997

■小出和欣：肝性脳症と門脈体循環短絡症の診断・治療　外科
的治療、第18回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、18、155-159、1997

■松本英樹： 教育講演　各種疾患時の輸液療法　心不全時の
輸液、平成8年度学会日本小動物獣医学会（仙台）資料、207-
211、1997

■松本英樹、柴崎　哲： 犬と猫の心臓病の新しい治療法−手
術と栄養−、獣畜新報、50（4）、325-329、1997

■土井口　修、高橋　健：動脈管開存症（PDA）の開胸的外科
手術法－従来法－、SURGEON、3、1（3）、16-21、1997

■金澤稔郎、安藤依子： 犬の甲状腺機能低下症ならびにクッ
シング症候群における血清コレステロール分画、第18回動
物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、32-34、1997

■仲庭茂樹：尿管膀胱新吻合、SURGEON、1（2）、26-34、
1997

■山村穂積：会陰ヘルニア−腹腔内臓器固定併用法による会
陰ヘルニア整復術−、SURGEON、1（5）、18-23、1997

■山村穂積：会陰ヘルニア−20世紀の会陰ヘルニア整復術の
現状−、SURGEON、1（5）、43-58、1997

■柴崎文男：肝臓に発生したイヌの肥満細胞腫の1例、広島県
獣医学会雑誌、12、22-23、1997

■宇野雄博：肥満傾向が認められる犬の血中脂質に関する研
究、第3回日本小動物栄養学フォーラムシンポジウム研究報
告、26-36、1997

■三宅浩史、河野史郎、岩崎浩司、宇野雄博： L-グルタミン添
加輸液に対する犬のパルボウイルス感染症に対する治療効
果、第3回栄養学フォーラムシンポジウム研究報告、90-92、
1997

■増田裕子：傷病野生鳥獣の救護治療、動物臨床医学、6（3）、
41-44、1997

■山根義久、野一色泰晴、丸尾幸嗣、鈴木　馨： 僧帽弁閉鎖不
全症における心筋病変の発生機序の解明と治療に関する基
礎的研究、平成7年度−平成8年度科学研究費補助金（基盤研
究B-2）研究成果報告書、1997

平成10年（1998）
■柴崎文男：イヌの肛門周囲腺癌の1例、広島県獣医学会雑

誌、13、79-81、1998
■若松　勲、竹中雅彦、下田哲也：猫の急性巨核芽球性白血病
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の1例、広島県獣医学会雑誌、13、94-98、1998

■山村穂積：犬の被膜下前立腺切除術、動物臨床医学、7（3）、
147-150、1998

■山根義久： 獣医科領域において開胸術が要求される疾患−
呼吸器系、消化器系、循環器系−、（財）動物臨床医学研究所
セミナー（講演集）、1-6、1998

■山根義久：日本ペット栄養学会に期待するもの、ペット栄養
学会誌、1（1）、26-30、1998

■山根義久：小動物の遺伝性・先天性疾患－右大動脈弓遺残
症－、Pro Vet、＇98臨時増刊号、61-68、1998

■政田早苗、久野由博、小口洋子、増田裕子、髙島一昭、髙島
久恵、三宅ゆかり、廣田尚享、山本　滋、長澤　裕、片岡智
徳、坂井尚子、山根義久、下田哲也：猫のRefrectory anemia 
with excess of blasts（RAEB）の1例、Pro Vet、126、9-11、
1998

■山根義久：誰にでも出来る日常診断で比較的よく遭遇する胸
部疾患への対応−特に外科的処置が要求される各種疾患−、
第19回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、67-73、
1998

■長澤　裕、廣田尚享、久野由博、政田早苗、若松　勲、髙島一
昭、増田裕子、髙島久恵、山本　滋、片岡智徳、小笠原淳子、
北村　敦、北村富繁子、坂井尚子、山根義久、藤田敏一：犬の
瘙痒に対するアレルギー性皮膚疾患用療法食Clinical Diets 
A/Aの臨床試験、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般
講演、42-45、1998

■政田早苗、小口洋子、松本英樹、久野由博、増田裕子、髙島一
昭、髙島久恵、山本　滋、廣田尚享、坂井尚子、山根義久、町田
登：ネコインターフェロンのイヌパルボウィルス感染症に
対する早期治療効果、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、
一般講演、48-57、1998

■内野富弥、山根義久、本好茂一：ネコインターフェロンのネ
コカリシウィルス感染症に対する245例の市販後臨床試験
成績、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、58-
76、1998

■中尾正明、山根義久、内野富弥、渡邊俊文： 慢性腎不全ネコ
を対象とした経口吸着剤AST-120の臨床的検討－多施設共
同臨床試験－、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講
演、77-81、1998

■倉田　修、古川修治、野田　桂、大串直史、平尾秀博、田中　
綾、柴崎　哲、山根義久：犬におけるカラードマイクロス
フェア法を用いた薬物投与時の血行動態変動の検討II−各
濃度のドパミン投与が各臓器血流におよぼす影響−、第19
回動物臨床医学会、 Pro（No.3）、一般講演、85-93、1998

■平尾秀博、白川　希、永島由紀子、星　克一郎、山根義久：犬
におけるテレメトリーシステムを用いた循環動態作動物質
の血行動態への影響－ジキタリス剤の維持量投与における
健康犬への作用－、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一
般講演、94-100、1998

■鈴木敏之、南　毅生、南　信子、阪口仁美、白地友子、阪口貴
彦、中野康弘、木俣　新、玉井公宏、塚本俊一、南　毅正： 猫
の背側肩部分に発生した（ワクチン誘発性を疑う）線維肉腫
の4例、第19回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、37-
39、1998

■鈴木隆之、雨森　隆、山村穂積：個体識別用マイクロチップ
のMRI画像に及ぼす影響、日本大学獣医学会誌、44、1998

■小出和欣： 肝疾患の血液検査8－肝性脳症と門脈体循環短
絡症の診断 PartI－、CAP、13（103）、5-9、1998

■下田哲也：猫白血病ウイルス感染症の予防と治療、獣畜新
報、51（12）、1011-1014、1998

■赤木哲也、宇野雄博： イヌの唾液腺嚢腫における外科的摘
出例、JAHA JOURNAL、34（1）、124、1998

■野呂浩介：3種類の手術を行った膀胱・尿道結石の犬の1例、
Info VETS 、1（9）、26-29、1998

■髙島一昭：犬と猫における右大動脈弓遺残症（PRAA）の診
断と治療－PRAAの外科的治療－、 第19回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、251-254、1998

■髙島一昭：小動物の循環器疾患の治療－外科的手術を中心
として−人工心肺装置を用いた循環器疾患の根治術、平成9
年度日本小動物獣医学会（福岡）資料、175-176、1998

■髙島一昭：心筋症を考える−犬の心筋症−病態・診断・治療
法、第69回日本獣医循環器学会（福岡）資料、37-38、1998

■下田哲也：貧血の診断−1枚の血液塗抹標本から何がわかる
のか−、（財）動物臨床医学研究所セミナー（北海道）資料、
35-41、1998

■下田哲也：免疫介在性溶血性貧血、第10回小動物臨床血液研
究会、17-24、1998

■山形静夫：角膜潰瘍の診断と治療、第19回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、卒セミナー、107-113、1998

■山形静夫：眼内炎（主にぶどう膜炎）の診断と治療、（財）動物
臨床医学研究所セミナー（九州）資料、7-18、1998

■山形静夫：眼内炎の診断と治療－前部ぶどう膜炎の診断と
治療－、第19回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、265-268、1998

■小出由紀子、小出和欣：犬の結石－外科的処置を実施した尿
道結石の犬の2例－、Info VETS、1（9）、30-34、1998

■小出和欣： シリーズ　肝疾患の血液検査9－肝性脳症と門
脈体循環短絡症の診断PartⅡ－、CAP、103、5-9、1998

■小出和欣： 肝疾患の対応（2）－門脈体循環シャントの外科
的治療－、Pro Vet、123、12-23、1998

■小出和欣： －肝臓腫瘍の診断－血液検査所見、第19回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、277-
280、1998

■松本英樹： 開胸術・肺葉切除術、SURGEON、9、50-56、
1998

■松本英樹： 心疾患の輸液と麻酔管理、第69回日本獣医循環
器学会資料、9-14、1998

■白永伸行、下田哲也：猫の骨髄異形成症候群（MDS）の1例、
Pro Vet、126、12-16、1998

平成11年（1999）
■山根義久： 特別寄稿−犬・猫の右大動脈弓遺残症に対する

外科的修復術−、SURGEON、3（1）、44-47、1999
■山根義久： 心疾患、P-WELL通信、27、12-13、1999
■山根義久： 最近の犬と猫における心不全の病態と治療の捉

え方、CAP、14（120）、5-14、1999
■小笠原淳子、山根義久（監修）： 慢性うっ血性心不全の管理

法について、CAP、14（120）、21-26、1999
■若松　勲、山根義久：犬および猫のうっ血性心不全における

不整脈の管理、CAP、14（120）、27-32、1999
■山根義久： 犬の僧帽弁閉鎖不全症に対するβ遮断薬の効

果、第20回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、1-4、
1999

■髙島一昭、山根義久、久野由博、山村穂積、柴崎文男、佐藤正
勝、山形静夫、仲庭茂樹、下田哲也、竹中雅彦、廣瀬孝男、赤木
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哲也、金澤稔郎、藤田公子、上月茂和、野呂浩介、河野史郎、宇
野雄博、石川勝行、中谷　孝、木下久則、武藤具弘：猫の角膜
疾患に対する3％ N-アセチルシスティン点眼液の有効性、
第20回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、9-13、1999

■星　克一郎、田中　綾、永島由紀子、清水美希、山根義久：重
度僧帽弁閉鎖不全犬に対するβ遮断薬の効果について、第
20回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、43-48、1999

■片岡智徳、増田裕子、髙島一昭、長澤　裕、小笠原淳子、久野
由博、政田早苗、若松　勲、坂井尚子、山根義久：鳥類の骨折
整復に対するポリ−L-乳酸製ピン（ネオフィックス）の有効
性、第20回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、49-52、
1999

■佐藤正勝、斎藤明徳、須磨信幸、原稔生：夏場に多く見られる
皮膚疾患　犬の全身性Malassezia皮膚炎の１例、CAP （特
集）、29-32、1999

■土井口　修：動脈管開存症（PDA）に対する診断・治療の最
前線　動脈管開存症（PDA）の診断と注意点、第20回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、151-155、
1999

■藤田桂一： ステップアップ口腔疾患１－猫の歯肉口内炎－、
Pro Vet、156、10-11、1999

■藤田桂一： ステップアップ口腔疾患２－口腔内異物－、
Pro Vet、158、10-11、1999

■髙島一昭： 動脈管開存症（PDA）に対する診断・治療の最前
線－PDAにおける手術適応症の判定－、第20回動物臨床
医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、157-160、
1999

■下田哲也：FeLV感染猫にみられる血球減少症、第12回小動
物臨床血液研究会、18-23、1999

■加藤　郁、木村　武、小山佐代子、倉本信子、佐々井浩志：若
年性蜂窩織炎の1例、Info VETS、2（5）、24-26、1999

■山形静夫： 簡単な小動物の眼科手術、（財）動物臨床医学研
究所セミナー（九州）資料、11-18、1999

■山形静夫： 犬の白内障に対する外科治療法－白内障手術に
用いる手術器具と麻酔法－、平成10年度日本小動物獣医学
会（札幌） シンポジウム資料、232-234、1999

■山形静夫：犬の白内障手術に際しての落とし穴－外科手術
の適応症の判定に際しての落とし穴－、第20回動物臨床
医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、169-170、
1999

■山形静夫： 日常診療における眼科へのアプローチ、神戸市
獣医師会 （神戸） 講習会資料、1999

■小出和欣（監修）： 犬クリニック－肝疾患－、P-WELL通信、
26、8-9、1999

■小出和欣（監修）： 猫クリニック－肝疾患－、P-WELL通信、
26、12-13、1999

■小出和欣、亘　敏広、David C. Twedt：犬と猫の慢性肝炎
－その診断と治療－（特別座談会）、SA Medicine、1（4）、
36-45、1999

■小出和欣： 肝疾患時の各種血液検査法とその意義－肝酵素
検査法とその意義－、第20回動物臨床医学会、Pro（No.1）、
パネルディスカッション、123-127、1999

■山形静夫、溝尻妙子、平山純子、湯地裕美： わたしの白内障
手術、Tech Mag Vet Surg、3（2）、90-97、1999

■山形静夫、溝尻妙子、平山純子、湯地裕美： 白内障の術式－
水晶体嚢外摘出術と超音波乳化吸引術－、Info VETS、1

（2）、16-21、1999

■山形静夫： 眼内義眼（技術講座）、動物臨床医学、8（2）、
127-131、1999

■山形静夫：犬の白内障手術、Animalitarian、10、2-6、1999
■山形静夫、溝尻妙子、平山純子、湯地裕美：わたしの白内障手

術、SURGEON、3（2）、90-97、1999
■南　毅生、南　信子、大前省吾、中野康弘、白地友子、鈴木敏

之、阪口貴彦、阪口仁美、小澤信一： 犬の鼻腔内腫瘍に対す
る放射線治療の効果について、第20回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、111-113、1999
■小中裕子、奈良なぎさ、橋本志津、浅沼秀樹、弓削田直子、三

枝早苗、山村穂積：腸吻合を施した猫の食事管理の一例、日
本動物看護学会誌、Animal Nursing、3、14、1999

■橋本志津、古川修治、三枝早苗、山村穂積、酒井健夫、竹内啓：
イヌパルボウイルス感染症の疫学とその臨床応用、日本大
学獣医学会誌、52、145、1999

■山形静夫、溝尻妙子、平山純子、湯地裕美：白内障の術式－水
晶体嚢外摘出術と超音波乳化吸引術－、Info VETS、1（2）、
16-21、1999

■石川勝行、角井美緒、坂東洋徳、金本　勇、千村収一： 高度の
肺高血圧を伴った動脈管開存症犬の1例、Info VETS、2（1）、
16-21、1999

■仲庭茂樹：猫の多発性嚢胞腎の1例、Info VETS、12（12）、
13-16、1999

■山形静 夫： 犬の白内障手 術、Animalitarian、10、2-6、
1999

■下田哲也： 免疫介在性溶血性貧血−原因・分類・病態・疫学・
診断−、SAC、113、4-13、1999

■下田哲也：免疫介在性溶血性貧血－治療・予後－、SAC、
114、17-20、1999

■片岡智徳：佐渡トキ保護センター、動物臨床医学、8（2）、
133-136、1999

■甲斐（石川）勝行：高度の肺高血圧を伴った動脈管開存症の
犬の1例、Info VETS、2（1）、16-21、1999

平成12年（2000）
■鈴木敏之、南　毅正、南　信子、阪口貴彦、中野康弘、大前省

吾、小澤信一：難治性外・中耳炎に対して全耳道切除術と鼓
室胞骨切術を実施した犬の1例、Info VETS、3（5）、5-7、
2000

■髙島一昭：猫の乳廉胸の病態と診断、Info VETS、3（5）、
8-12、2000

■久野由博：慢性外耳炎に対し外耳道全摘出術の変法を応用
した犬の2例、Info VETS、3（7）、21-23、2000

■弓削田直子、山村穂積：犬の僧帽弁閉鎖不全症と治療・1　症
例3重度の僧帽弁閉鎖不全症、Info VETS、3（11）、26-28、
2000

■金澤稔郎：犬の甲状腺機能低下症の診断と治療、第21回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、11-15、2000

■山根義久：特集　猫の乳糜胸 I－猫の乳糜胸－その発生と
予後、Info VETS、 3（5）、5-7、2000

■星　克一郎、佐藤秀樹、清水友美、杉井太市郎、野中和美、百
田　豊、山下敦子、永島由紀子、古川修治、田中　綾、生越謙
治、山根義久：犬のCRPの臨床応用について、第21回動物臨
床医学会、Pro（No.3）、一般講演、34-37、2000

■百田　豊、永島由紀子、清水友美、白川　希、山根義久：電磁
血流計を用いた循環動態作動物質投与時の血流量の変化
－ジゴキシン慢性投与が健康犬の循環動態に及ぼす影響−、
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第21回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、64-68、2000

■清水友美、永島由紀子、平尾秀博、百田　豊、山根義久：犬に
おけるテレメトリーシステムを用いた循環動態作動物質
の血行動態への影響（パートII）－ジゴキシン経口投与が健
康犬の循環動態に及ぼす作用－、第21回動物臨床医学会、
Pro（No.3）、一般講演、69-73、2000

■長澤　裕、髙島一昭、増田裕子、片岡智徳、久野由博、政田早
苗、若松　勲、畑　大二郎、坂井尚子、山根義久、蒲　直樹：実
験的僧帽弁閉鎖不全症モデル犬における持続型 issosorbite 
dinitrate（EV151）の至適投与量の設定試験、第21回動物臨
床医学会、Pro（No.3）、一般講演、74-79、2000

■古川修治、佐藤秀樹、田中　綾、星　克一郎、永島由紀子、平
尾秀博、山根義久：犬におけるカラードマイクロスフェア法
を用いたドパミン投与時の循環動態変動の検討−特に心
臓と腎臓の血流量の変化−、第21回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、80-85、2000
■片岡智徳、政田早苗、久野由博、坂井尚子、髙島一昭、山根義

久：ネコ慢性口内炎に対するネコインターフェロン治療
効果、第21回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、138-
144、2000

■Yamane.Y.：Surgical Management of Cardiovascular 
Diseases in Small Animal Practice, 11th FAVA Congress 
Proceedings、201-206、2000

■田中　綾、星　克一郎、永島由紀子、山根義久：犬の動脈管開
存症（PDA）に対するインターベンション、動物の循環器、
33（2）、75-81、2000

■髙島一昭：僧帽弁閉鎖不全症と治療2・内科的治療とその問
題点－ACE阻害剤の作用とその適用－、Info VETS、4（6）、
7-12、2000

■宇野雄博：胆石症と胆泥を考える、第21回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、卒セミナー、45-53、2000

■下田哲也：骨髄検査法、第14回小動物臨床血液研究会、11-
15、2000

■下田哲也：再生不良性貧血と赤芽球癆の診断と治療、SA 
Medicine、2、39-43、2000

■下田哲也：腫瘍症例の一般臨床検査（臨床病理学）血液検査
と骨髄検査、第11回日本獣医がん研究会資料、12-24、2000

■下田哲也：猫白血病ウイルス感染症のすべて、（財）動物臨床
医学研究所セミナー（北海道）資料、1-12、2000

■下田哲也：免疫介在性溶血性貧血の診断と治療、第2回日本
臨床獣医学フォーラム資料、71-74、2000

■下田哲也： 免疫介在性溶血性貧血の診断と治療、（財）動物
臨床医学研究所セミナー（北海道）資料、13-24、2000

■髙島一昭：酵素法によるNa,K,tCO2の同時測定と輸液療
法への活用　血液生化学分析システム「VetScan」による
Na,K,CO2同時測定の小動物臨床への適用　基礎データの
検討と臨床への適用、第21回動物臨床医学会、Pro（No.3）、
一般講演、237、2000

■髙島一昭：心疾患の薬物療法（ジゴキシン）ジゴキシンの臨
床と禁忌、第21回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディ
スカッション、131-132、2000

■山形静夫： 犬の緑内障へのアプローチ－薬物療法による
アプローチ－、第21回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、153-155、2000

■小出和欣： 特集 門脈体循環シャント－犬の肝内性門脈－大
静脈シャントの2症例－、Info VETS、3（1）、17-24、2000

■小出和欣：特集 門脈体循環シャント－門脈体循環シャント

の外科的治療法－、SURGEON、23、22-44、2000
■小出和欣：麻酔と呼吸管理－麻酔時の呼吸管理－、第21回動

物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、21
（1）、119-123、2000

■松本英樹：呼吸器疾患の外科的治療、平成11年度日本小動物
獣医学会（静岡）資料、教育講演、258-263、2000

■土井口　修：猫の乳糜胸Ⅱ、リンパ管拡張による乳糜胸の猫
にIVH療法および胸管結紮を行った１例、Info VETS、3

（6）、20-23、2000
■土井口　修：猫の乳糜胸の外科的療法、Info VETS、3（5）、

18-20、2000
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患３−歯瘻、Pro Vet、159、

8-11、2000
■髙島一昭：気管虚脱を考える－外科的治療法－気管内ステ

ント法、第15回獣医呼吸器談話会資料、2000
■髙島一昭：最近の犬糸状虫症のとらえ方とその対応犬糸状虫

症に対する成虫駆除の現状・Melarsomine　dihydrochlorideに
よる成虫駆除法－、平成11年度日本小動物獣医学会（静岡）資
料、313-314、2000

■髙島一昭： 僧帽弁閉鎖不全症に対する外科治療−犬の僧帽
弁閉鎖不全症に対する人工弁置換手術（実験的応用）−、 第
72回日本獣医循環器学会・第60回獣医麻酔外科学会、27-
28、2000

■髙島一昭： 腹水がみられる犬糸状虫症による診断治療をど
うするか－内科的治療－、第5回日本犬糸状虫研究会資料、
2000

■山田英一： 半導体レーザによる犬猫の腸管縫合法、獣医麻酔
外科学雑誌、31、62-64、2000

平成13年（2001）
■山根義久：猫の心筋症とは、Info VETS、4（8）、5-7、2001
■長久アユサ、髙島一昭、久野由博、片岡智徳、政田早苗、小笠

原淳子、佐藤秀樹、野山順香、坂井尚子、山根義久：犬と猫の
下部尿路疾患における処方食と予後の関係、第22回動物臨
床医学会、Pro（No.3）、一般講演、36-39、2001

■片岡智徳、政田早苗、髙島一昭、久野由博、坂井尚子、山根義
久：ネコ慢性口内炎に対するネコインターフェロンの治療
効果（その2）－2クール追加投与の効果－、第22回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、一般講演、56-60、2001

■古川修治、佐藤秀樹、星　克一郎、永島由紀子、平尾秀博、田
中　綾、丸尾幸嗣、山根義久：犬におけるカラードマイクロ
スフェア法を用いたドパミン投与時の循環動態変動の検討
－各濃度のドパミンが臓器血流量に及ぼす影響－、第22回
動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、72-76、2001

■永島由紀子、平尾秀博、田中　綾、丸尾幸嗣、山根義久：正常
犬およびMR犬におけるジゴキシン慢性投与が循環動態に
及ぼす影響、第22回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、
77-80、2001

■Jeff C.H.ko、高瀬勝晤、西田幸司、小出和欣：特集　老齢動
物に対する麻酔のリスクマネージメント、座談会、CAP、
142、5-13、2001

■赤木哲也：尿路変更術と横隔膜ヘルニア整復術を行った猫
の１例、第62回 獣医麻酔外科学会雑誌、216-218、2001

■下田哲也：簡単には反応しないIHAや難治性貧血例の薬物
治療、第3回日本臨床獣医学フォーラム資料、ⅳ-1-2、 2001

■下田哲也：猫白血病ウイルス感染症のすべて、（財）動物臨
床医学研究所セミナー（九州）資料、1-12、2001
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■赤木哲也：猫の拡張型心筋症の１例、Info VETS、4（9）、

25-28、2001
■佐藤正勝： 特集　食道・異内異物　食道・胃内異物の摘出

法、SURGEON、27、5（3）、45-58、2001
■藤田桂一：小動物における口腔内診査と基本的歯科処置の

実際（2）、獣畜新報、54（8）、680-683、2001
■藤田桂一：小動物における口腔内診査と基本的歯科処置の

実際（3）、獣畜新報、54（9）、767-771、2001
■藤田桂一： 猫歯肉口内炎における臨床疫学的特徴（総説）、

動物臨床医学、9（4）、175-186、2001
■髙島一昭：最近話題の心疾患－心嚢内貯留液における病態

と治療－内科的心嚢穿刺などによる非開胸下での処置、第
22回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、153-155、2001

■髙島一昭： 心筋症－発症機構・病態・治療－犬の心筋症、第
74回日本獣医循環器学会資料、30-31、2001

■髙島一昭： 肺水腫－心疾患に合併する肺水腫の治療－、第
75回日本獣医循環器学会資料、56、2001

■下田哲也：白血球の形態からわかること、第16回小動物臨床
血液研究会、13-16、2001

■下田哲也：免疫介在性溶血性貧血の診断と治療、（財）動物臨
床医学研究所セミナー（九州）資料、13-24、2001

■桑原康人：猫の腎不全に対する臨床的アプローチ－猫の急
性腎不全に対する血液浄化療法－、Pro Vet、163、30-35、
2001

■桑原康人：猫の腎不全に対する臨床的アプローチ－猫の慢
性腎不全に対する血液浄化療法－、Pro Vet、165、8-12、
2001

■桑原康人：猫の腎不全に対する臨床的アプローチ－猫の腎
不全における尿検査の利用法Part 1－、Pro Vet、168、34-
38、2001

■桑原康人：猫の腎不全に対する臨床的アプローチ－猫の腎
不全における尿検査の利用法Part 2－、Pro Vet、170、18-
23、2001

■桑原康人：猫の腎不全に対する臨床的アプローチ－猫の腎
不全における血圧測定の利用法－、Pro Vet、172、40-42、
2001

■髙島一昭： 胸部疾患（滲出・漏出性）の画像診断と外科的処
置－水胸・膿胸に対する外科的処置と管理－、第62回獣医
麻酔外科学会・第29回日本獣医画像診断学会資料、78-79、
2001

■山形静夫：眼炎症性疾患の治療・抗炎症点眼薬による治療、
第22回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、
265-266、2001

■山形静夫：小動物眼科に必要な検査及び角膜を中心とした
前眼部疾患、日本獣医臨床眼科研究会（JAVCO）・LAV臨床
研究会共催セミナー資料、2001

■山形静夫：小動物眼科の検査法・角膜疾患の診断と治療、
（財）動物臨床医学研究所セミナー（北海道）資料、1-22、
2001

■山形静夫：日本獣医臨床眼科研究会、眼科研究会実習資料、
25-26、2001

■山形静夫：非ステロイド性消炎剤について、千寿製薬（株）・
大日本製薬（株）講演資料、2001

■小出和欣：犬の卵巣や子宮の疾患時における卵巣子宮摘出
術の応用 卵巣子宮摘出術が要求される疾患と腹腔内の解
剖、第22回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ビデオシンポジウ

ム、251-254、2001
■小出和欣：特集 黄疸－黄疸をともなう疾患へのアプロー

チ－ 犬の肝細胞性黄疸の診断と治療、SA Medicine、14、
20-32、2001

■小出和欣：突然発症する胃拡張－胃捻転症候群（GDV）のと
らえ方－犬のGDVに対する外科的治療法－、第22回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、117-122、
2001

■松本英樹：最近話題の心疾患－心嚢内貯留液における病態
と治療－心嚢内貯留液の発生機序とその病態、第22回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、147-
148、2001

■松本英樹： 麻酔事故を未然に防ぐためのセミナー　－モニ
タ−の重要性－、第62回麻酔外科学会資料、32（1）、91-94、
2001

■土井口　修： 血圧の測定方法と臨床応用、第75回日本獣医
循環器学会（教育講演）資料、46-47、2001

■土井口　修：循環器病の超音波診断－いかに断面から異常
所見を読み取るか−、第74回日本獣医循環器学会（教育講
演）資料、7-10、2001

■土井口　修： 僧帽弁閉鎖不全症と治療.2　利尿剤の使用
における問題とその対処法、Info VETS、4（6）、26-30、
2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患４－含歯性嚢胞－、Pro 
Vet、160、10-11、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患5－線維性エプーリ－、
Pro Vet、161、8-9、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患6－エナメル質形成不全
－、Pro Vet、162、10-11、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患７－悪性黒色腫－、Pro 
Vet、163、20-22、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患8－好酸球性潰瘍－、Pro 
Vet、164、22-23、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患9－口腔の外傷－、Pro 
Vet、165、6-7、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患10－歯肉増殖症－、Pro 
Vet、166、4-7、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患11－乳歯遺残－、Pro 
Vet、168、20-22、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患12－唾液腺嚢腫－、Pro 
Vet、169、4-6、2001

■藤田桂一： ステップアップ口腔疾患13－下顎結合部の分離－、
Pro Vet、170、4-5、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患14－猫の扁平上皮癌－、
Pro Vet、171、8-9、2001

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患15－ウサギの臼歯不正
咬合－、Pro Vet、172、4-6、2001

■藤田桂一： 口腔内疾患１、ANIMAL NURSE、17、5-11、
2001

■藤田桂一： 口腔内疾患2、ANIMAL NURSE、18、5-13、
2001

■藤田桂一：小動物における口腔内診査と基本的歯科処置の
実際（1）、獣畜新報、54（7）、584-586、2001

■山根　剛：心血管検査および手術に用いる器具・機器、獣畜
新報、54（10）、836-842、2001

■柴田武志、柴田真治、山田英一： 超音波造影剤レボビストの
犬における造影効果、獣医麻酔外科学雑誌、32、100-101、
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2001

■片野修一、今山行夫、住吉　浩、椿　洋、長島文幸、山我義則、
山田英一： 犬の緑内障に対するレーザー毛様体破壊術につ
いて、獣医麻酔外科学雑誌、32、147-148、2001

■住吉   浩、今山行夫、片野修一、椿   洋、長島文幸、山我義則、
山田英一： 猫巨大結腸症に対する結腸亜全摘術の新手技に
関する検討、獣医麻酔外科学雑誌、32、221-222、2001

■山我義則、住吉　浩、片野修一、山田英一、西山栄一： 特発性
出血性心膜滲出の犬1例における超音波画像、獣医麻酔外科
学雑誌、32、290、2001

平成14年（2002）
■清水美希、山根義久：シェットランド・シープドッグにみら

れたホジキン様病の1例、mVm、61、31-34、2002
■山根義久： 特集　心・血管系疾患における薬物の使い方と

栄養管理－緒言－、獣畜新報、55（11）、913-915、2002
■平尾秀博、井上知紀、星　克一郎、小林正行、清水美希、島村

俊介、田中　綾、丸尾幸嗣、山根義久：犬の大動脈狭窄症に対
する手術方法の検討－左心室・大動脈バイパス形成術－、第
23回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、23-26、2002

■星　克一郎、平尾秀博、小林正行、清水美希、秋山　緑、島村
俊介、田中　綾、丸尾幸嗣、山根義久： 小動物への体外循環
法の研究－装置および手技の研究－、第23回動物臨床医学
会、Pro（No.3）、一般講演、27-31、2002

■小林正行、三ツ石　恵、渡辺清見、星　克一郎、平尾秀博、清
水美希、島村俊介、田中　綾、丸尾幸嗣、山根義久：小動物の
慢性心不全に対するβ遮断薬の有効性－実験的心不全モデ
ル動物における作用と効果の検討－、第23回動物臨床医学
会、Pro（No.3）、一般講演、32-35、2002

■小出和欣、小出由紀子、片岡智徳、坂井尚子、髙島一昭、清
水美希、山根義久：心不全モデル犬における持続性アンジ
オテンシンII受容体拮抗薬カンデサルタン・シレキセチル

（TCV-116）の血行動態への影響、第23回動物臨床医学会、
Pro（No.3）、一般講演、41-48、2002

■Danielle Gunn-Moore1、桑原康人、内田恵子：猫の腎不全最
前線－早期診断をいかに行い、 どう診断を進めるか－、座
談会、Info Vets、5（3）、5-13、2002

■宇野雄博： 肝予備能検査について、（財）動物臨床医学研究
所セミナー（北海道）資料、12-18、2002

■宇野雄博： 胆嚢・胆管の外科、（財）動物臨床医学研究所セミ
ナー（北海道）資料、1-11、2002

■下田哲也： 血液は語る－血液塗抹所見からわかること－、
第4回日本臨床獣医学フォーラム資料、2-75-78、2002

■下田哲也： 猫の非再生性貧血　その診断と治療、第4回日本
臨床獣医学フォーラム資料、2-67-69、2002

■下田哲也： 免疫介在性血液疾患の治療、第18回小動物臨床
血液研究会資料、6-12、2002

■加藤　郁： 子宮内貯留液を認めたフェレットの一例、エキ
ゾチックペット研究会誌資料、4、25-27、2002

■山形静夫：シクロスポリンにより広がる小動物眼科の治療
選択枝－シクロスポリンにより治療が試みられる角膜疾患－、
第23回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、189-190、2002

■山形静夫： 小動物の眼科学、鳥取大学講義資料、1-22、2002
■山形静夫： 小動物眼科の検査法－角膜疾患の診断と治療－、
（財）動物臨床医学研究所セミナー（九州）資料、2002

■山形静夫：色素性角膜炎　角膜疾患のパネルディスカッ

ション、比較眼科学会、臨床部会学術講習会資料、2002
■小出和欣：経カテーテル栄養補給法とその管理－内視鏡を使

用する場合と使用しない場合の胃瘻造設術と給餌法－、第23
回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ビデオシンポジウム、239-
243、2002

■小出和欣：小動物における各種生検の適応と実施法－肝
生検の適応症と実施法－、第23回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、パネルディスカッション、171-176、2002
■小出和欣：特集 イレウス －イレウス時の血液および血液

化学的変化－、SURGEON、33、25-37、2002
■松本英樹：麻酔管理における安全性の確立、モニタ−の重要

性とその読み方、mVm、61、13-18、2002
■藤田桂一： ステップアップ口腔疾患16−咬耗、Pro Vet、173、

4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患17－口鼻瘻管－、Pro 

Vet、174、4-6、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患18－犬の潰瘍性口内炎

－、Pro Vet、175、4-8、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患19－口蓋裂－、Pro Vet、

176、6-9、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患20－齲触－、Pro Vet、

177、4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患21－猫の痤瘡－、Pro 

Vet、178、4-5、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患22－感電－、Pro Vet、

179、4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患23－過剰歯、欠如歯（欠

歯）－、Pro Vet、180、4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患24－顎骨の萎縮－、Pro 

Vet、181、4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患25－口腔軟部組織の損

傷－、Pro Vet、183、4-7、2002
■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患26－交叉咬合－、Pro 

Vet、184、6-9、2002
■藤田桂一：歯科学の基礎と予防歯科処置、SURGEON、6（5）、

38-47、2002
■藤田桂一：診察室－人間模様－、日獣会誌、55（11）、772、

2002
■藤田桂一： 猫の歯肉口内炎とその臨床、Info VETS、５（1）、

5-10、2002
■髙島一昭：ショック患者は忘れた頃にやってくる－ショッ

クの病態－、第23回動物臨床医学会、Pro（No.1）、クリニカ
ルシンポ、207-210、2002

■髙島一昭：小動物の輸血療法に関する諸問題－安全な輸血
を行うための輸血前検査－、第2回日本獣医内科学アカデ
ミー、122-123、2002

■髙島一昭：新生子疾患の対策と予防－新生子における先天
性心奇形の診断と治療（循環器系の疾患）－、平成13年度日
本小動物獣医学会資料、 243-244、2002

■藤原　明：フェレットの臨床－飼育管理取り扱いと各種疾
患－、第23回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、115-118、2002

■髙島一昭：呼吸困難－猫の心筋症における呼吸困難　肥
大型心筋症（HCM）を中心とした診断から治療まで、SA 
Medicine、4、6、38-43、2002

■髙島一昭： 心・血管系疾患における薬物の使い方と栄養管
理－心血管疾患の手術（周術期）に際しての薬物の使用、獣
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畜新報、55（11）、931-938、2002

■山根　剛：流出路障害による心雑音の原因・発生機序、SA 
Medicine、4、7-10、2002 

■山根　剛： 肺動脈狭窄症、SA Medicine、4、11-18、2002
■山根　剛： 大動脈狭窄症、SA Medicine、4、19-25、2002
■山形静夫、中原和人、大岡　恵： 視覚を維持している緑内障

の犬の1例、Tech Mag Vet Surg、6（2）、66-68、2002

平成15年（2003）
■清水美希、山根義久： 特集　胸部および胸郭の外科－心膜

切除−、SURGEON、39、7（3）、53-66、2003
■山根義久：論説　獣医系大学における小動物臨床教育を巡

る事情、日獣会誌、56（8）、480-482、2003
■福山朋季、清水美希、内田瑞穂、折戸謙介、田中　綾、丸尾幸

嗣、山根義久：心不全モデルハムスターを用いたAT1受容
体拮抗薬の作用と効果の検討、第24回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、14-18、2003
■曽田藍子、平尾秀博、小林正行、清水美希、島村俊介、田中　

綾、丸尾幸嗣、山根義久：心臓弁膜疾患に対する新しい世代
の生体弁の開発－実験的および臨床的研究－、第24回動物
臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、19-23、2003

■島村俊介、上野芳樹、清水美希、小林正行、平尾秀博、髙島一
昭、田中　綾、丸尾幸嗣、山根義久：動脈管開存症20例におけ
るコイル塞栓術適応に関する考察、第24回動物臨床医学会、
Pro（No.3）、一般講演、24-26、2003

■鈴木方子、深瀬　徹、茅根士郎、山根義久：ハムスター類にお
けるHymenolepis属条虫の感染状況、第24回動物臨床医学
会、Pro（No.3）、一般講演、58-59、2003

■宇野雄博： 肝予備能検査について、（財）動物臨床医学研究
所セミナー（九州）資料、12-18、2003

■宇野雄博：胆嚢・胆管の外科、（財）動物臨床医学研究所セミ
ナー（九州）資料、1-11、2003

■下田哲也：FeLVワクチンの使い方、第5回日本臨床獣医学
フォーラム資料、2-11-14、2003

■下田哲也： 寛解が得られないIHA・ITPの治療をどう治療
するか、小動物臨床血液研究会10周年記念セミナー資料、
13-24、 2003

■下田哲也：寛解が得られないIHA・ITPの治療をどう治療
するか、（財）動物臨床医学研究所セミナー（北海道）資料、
1-12、2003

■下田哲也： 骨髄をみてみませんか？－骨髄検査入門－、
第24回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、29-31、
2003

■下田哲也： 症例から学ぶ貧血の鑑別診断法、小動物臨床血
液研究会10周年記念セミナー資料、33-55、2003

■下田哲也： 症例から学ぶ貧血の鑑別診断法、（財）動物臨床
医学研究所セミナー（北海道）資料、21-44、2003

■下田哲也： 免疫介在性血液疾患の病態と診断、第20回小動
物臨床血液研究会資料、11-18、2003

■加藤　郁：ウサギの急性および慢性膝蓋骨内方脱臼の2例、
エキゾチックペット研究会誌、5、31-34、2003

■桑原康人：腎性急性腎不全の診断と治療－血液浄化法のタ
イミングと方法　血液透析－、第24回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、パネルディスカッション、191-195、2003
■桑原康人： 腎不全の診断法－個々の症例に対応するため

に－、第24回動物臨床医学会、Pro（No.3）、小動物臨床栄養
学研究会、167-174、2003

■桑原康人：膀胱炎治療に取り組む－猫の特発性下部尿路疾
患の1例－、Info VETS、6（5）、24-28、2003

■髙島一昭：ビデオでみる各種造影テクニック－心血管系造
影法－、第24回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ピデオシンポ
ジウム、287-289、2003

■山形静夫： prcdと視覚・盲目と診断、鳥取大学 （獣医学科4
年生講義）資料、2003

■山形静夫： 遺伝性眼疾患を考える－進行性網膜萎縮－進行
性網膜萎縮と視覚、第24回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パ
ネルディスカッション、211-212、2003

■山形静夫： 点眼で治療できる小動物眼科疾患の診断と治
療、日本小動物獣医師会・2003年次学会（札幌）資料、2003

■小出和欣： ビデオでみる各種造影テクニック－門脈造影
法－、第24回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ピデオシンポ
ジウム、283-286、2003

■小出和欣：肝臓外科の最前線 －胆嚢切除術、肝葉切除術お
よび門脈シャントの手術適応症例を中心に－、第5回日本
臨床獣医学フォーラム、Pro（No.1）、Vetフォーラム、114-
117、2003

■小出和欣： 消化管内異物の診断と治療－胃内異物へのアプ
ローチ－、第24回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディ
スカッション、203-205、2003

■小出和欣：特集 出血傾向－出血傾向をともなう疾患へのア
プローチ－ 出血傾向の認められた６例の症例報告－、SA 
Medicine、23、48-56、2003

■小出和欣：入院動物の看護 総論－VTが入院看護を行う上
での心構えと最も基本的な注意点－、第5回日本臨床獣医学
フォーラム、Pro（No.1）、VTフォーラム、64-66、2003

■松本英樹、山根義久： 教育講演　犬の肺動脈狭窄症に対す
る右室流出路拡大形成術、第67回獣医麻酔外科学会 （帯
広）、34（Supple）、（2）、55-62、2003

■松本英樹：特集 重症筋無力症① 全身型重症筋無力症の1
例、Info VETS、6（8）、18-21、2003

■土井口　修：心エコー図の基礎－断層からつかむ異常所見
と心機能－、第24回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミ
ナー、2003

■土井口　修：乳糜胸の治療法－乳糜胸の外科治療－、
SURGEON、39、7（3）、37-42、2003

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患27－歯の破折－、Pro 
Vet、186、6-11、2003

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患29－歯の破折－、Pro 
Vet、187、4-7、2003

■藤田桂一：ステップアップ口腔疾患30－犬の扁平上皮癌－、
Pro Vet、188、4-7、2003

■藤田桂一：猫の歯肉口内炎とその生体機構、獣畜新報、56
（3）、229-234、2003 

■藤田桂一：猫の歯肉口内炎の発症要因から治療まで、第5回
日本臨床獣医学フォーラム資料、192-196、2003

■髙島一昭： 循環性ショックの病態、第78回日本獣医循環器
学会・第66回獣医麻酔外科学会・第33回日本獣医画像診断学
会資料、202、2003

■髙島一昭： 肺水腫・胸水・肺循環、第78回日本獣医循環器学
会・第66回獣医麻酔外科学会・第33回日本獣医画像診断学会
資料、203、2003

■髙島一昭：ショックの治療、第78回日本獣医循環器学会・第
66回獣医麻酔外科学会・第33回日本獣医画像診断学会資料、
204、2003
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■髙島一昭：赤血球凝集反応による簡易迅速な犬用血液型判

定試薬の有用性、小動物講習会（名古屋市獣医師会）資料、
2003

■髙島一昭：慢性心不全の治療の実際　各種治療薬をいかに
使いこなすか－硝酸薬の適応とその使い方－、第24回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、129-
130、2003

■藤原　明：フェレットの入院管理（1）、VEC、1（1）、62-63、
2003

■藤原　明、藤原元子：フェレットの入院管理（2）、VEC、1
（2）、32-33、2003

■藤原　明、藤原元子：フェレットの入院管理（3）、VEC、1
（3）、14-15、2003

■藤原　明、藤原元子：ウサギの入院管理（1）、VEC、1（4）、
84-85、2003

■甲斐（石川）勝行：皮膚肥満細胞腫の犬15 例の動向、Info 
VETS、6（12）、33-36、2003

平成16年（2004）
■深瀬　徹、山根義久： 特集　身体障害者補助犬に関する最

近の話題－緒言－、獣畜新報、57（10）、832、2004
■深瀬　徹、山根義久： 特集　身体障害者補助犬に関する最

新の話題－身体障害者補助犬における遺伝性疾患の問題－、
獣畜新報、57（10）、841-843、2004

■深瀬　徹、山根義久：身体障害者補助犬における遺伝性疾患
の問題、小動物臨床、23、17-31、2004

■深瀬　徹、山根義久：身体障害者補助犬の衛生確保のための
健康管理、獣畜新報、57（10）、854-859、2004

■遠藤隼人、島村俊介、朽名裕美、田中　綾、山根義久：慢性心
不全に対する徐放性硝酸イソソルビド（sr-ISDN）の有効性
に関する研究－特に慢性投与時における効果－、第25回動
物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、88-92、2004

■島村俊介、清水美希、小林正行、平尾秀博、髙島一昭、田中　
綾、山根義久：心室中隔欠損症の体外循環下開心術における
心房切開法と心室切開法の比較検討、第25回動物臨床医学
会、Pro（No.3）、一般講演、97-100、2004

■曽田藍子、髙島一昭、平尾博秀、小林正行、島村俊介、清水美
希、田中　綾、山根義久：人工生体弁を用いた犬の僧帽弁置
換術の臨床応用に関する研究、第25回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、101-105、2004
■石川勇一、平尾秀博、小林正行、清水美希、島村俊介、田中　

綾、山根義久：カテーテルインターベンションのための犬の
体格と血管径との相関に関する検討、第25回動物臨床医学
会、Pro（No.3）、一般講演、106-109、2004

■安武寿美子、髙島一昭、小笠原淳子、佐藤秀樹、野山順香、塚
根悦子、白川　希、福澤真紀子、毛利　崇、山根　剛、山根義
久：犬猫の循環器疾患1521例に対する調査、第25回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、一般講演、110-113、2004

■下田哲也：インターフェロン療法の実際、第25回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、ランチョン、264-266、2004

■下田哲也：寛解が得られないIHA・ITPの治療をどう治療
するか、（財）動物臨床医学研究所セミナー（九州）資料、
1-12、2004

■下田哲也：顕微鏡レクチャー－血液塗抹はこう読め－、第6
回日本臨床獣医学フォーラム資料、3-60-62、2004

■下田哲也：出血がみられる疾患へのアプローチ－血小板減
少による止血異常－、第25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、 

クリニカルシンポジウム、397-400、2004
■下田哲也：症例から学ぶ貧血の鑑別診断法、第1回日本獣医

内科学アカデミー総会、Pro（No.2）、152-154、2004
■下田哲也：症例から学ぶ貧血の鑑別診断法、（財）動物臨床医

学研究所セミナー（九州）資料、21-44、2004
■下田哲也：目で見る血液学－これだけは知っておきたい血

液検査のすべて－、第6回日本臨床獣医学フォーラム資料、
4-25-28、2004

■山形静夫： 眼科疾患への点眼によるアプローチと注意点、
山口大学（家畜病院スタッフセミナー）資料、2004

■髙島一昭：先天性心疾患をどう診断するか－心エコー検査
を中心に－、第25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミ
ナー、60-62、2004

■髙島一昭：僧帽弁閉鎖不全症に対する治療薬とその作用効
果　血管拡張薬とそれを用いた治療、第25回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、278-280、2004

■山形静夫：白内障の外科治療法　保定から術後管理まで
－山形動物病院における術前処置から術後管理まで－、第
21回日本獣医臨床眼科研究会資料、パネルディスカッショ
ン、2004

■山田英一：犬猫の機械を用いた消化器吻合術について、第
25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、108-112、
2004

■山田英一：大腸の吻合術、SURGEON、46、28-45 、2004
■山田英一：肘関節脱臼、SURGEON、48、52-61、2004
■山形静夫： 獣医臨床眼科領域における病理診断の役割（ネ

コ緑内障）、第24回比較眼科学会年次大会講演要旨集、15、
2004

■小出和欣（監修）：犬の健康大辞典－肝疾患－、よみうりペッ
ト、10-11、2004

■小出和欣：肝臓の画像診断テクニック－肝臓の血管造影検
査－、第25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、289-298、2004

■小出和欣：肝臓外科の適応と実際、第6回日本臨床獣医学
フォーラム、Pro（No.3）、Vetフォーラム、158-162、2004

■小出和欣：出血傾向がみられる疾患へのアプローチ－抗凝
固性殺鼠剤中毒と肝・胆道系疾患－、第25回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、クリニカルシンポ、405-409、2004

■小出和欣：特別企画　小動物における移動型X線造影装置 
GE OEC FlexiView8800 for Vascular の応用－先天性門
脈体循環短絡症の術中門脈造影検査の有用性を中心に－、
J-VET、209、73-79、2004

■松本英樹：あわてないための心肺蘇生法、第25回動物臨床医
学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、140-145、2004

■大谷美紀、藤田理恵子、佐藤亜也子、斉藤亜紀子、深井麗子、
野原宏実、新井陽子、木村満知子、山田幸子、堤　直子、松沢
ふみ、藤田桂一： 患者教育の一環としてのリーフレット作
成効果（短報）、Animal Nursing 、8（2）、2004

■中西　淳、松川拓哉、岩本竹弘、木村大泉、下田哲也：犬の蛋
白喪失性腸症の３例、Ino VETS、7（6）、17-21、2004

■土井口　修： 講座3心疾患動物の検査－主訴の捉え方に基
づく犬や猫の心臓病の診断法－、第80回日本獣医循環器学
会（認定医講習会）資料、92-93、2004

■土井口　修：講座39　放射線学 、第81回日本獣医循環器学
会（認定医講習会）資料、35、2004

■土井口　修： 講座40　心エコー検査法、第81回日本獣医循
環器学会（認定医講習会）資料、37、2004
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■土井口　修：講座41　ドプラ心エコー検査法、第81回日本獣

医循環器学会（認定医講習会）資料、39、2004
■土井口　修：症例から学ぶ聴診の重要性と限界－あなたの

聴診は大丈夫？－、第25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒
セミナー、12-14、2004

■土井口　修：放射線学講座、第1回日本獣医内科学アカデ
ミー（日本獣医循環器学会・教育講演）資料、184-185、
2004

■土井口　修：心エコー講座、第1回日本獣医内科学アカデ
ミー（日本獣医循環器学会・教育講演）資料、186-187、
2004

■土井口　修：ドプラ心エコー図講座、第1回日本獣医内科学
アカデミー（日本獣医循環器学会・教育講演）資料、188-
189、2004

■藤田桂一：この歯を残すべきか抜歯すべきか？、第28回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、149-152 、2004

■藤田桂一：歯肉切除術、SURGEON、 8（1）、43-49 、2004
■藤田桂一：抜歯術、SURGEON 、8（1）、30-41 、2004　　
■藤田桂一：予防歯科処置、第25回動物臨床医学会、Pro
（No.1）、分科会セミナー、136-139 、2004

■木村満知子、藤田理恵子、大谷美紀、佐藤亜也子、斉藤亜紀
子、深井麗子、野原宏実、新井陽子、山田幸子、松沢ふみ、児矢
野早紀、庄子さとみ、藤田桂一：居心地のよい待合室作りを
めざして（短報）、Animal Nursing 、9（1）、2004

■糀場　仁：高齢化とともに増大する犬の前立腺疾患を考え
てみよう－前立腺疾患の発生とその病態－、第25回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、329-332、
2004

■髙島一昭： 猫の横隔膜ヘルニアの外科学、第68回獣医麻酔
外科学会・第80回日本獣医循環器学会・第35回日本獣医画像
診断学会資料、65、2004

■藤原　明：基礎から考えてみよう−フェレットの入院管理−、
第25回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、119-123、
2004

■藤原　明、藤原元子：ウサギの入院管理（2）、VEC、2（1）、
76-77、2004

■藤原　明、藤原元子：ウサギの入院管理（3）、VEC、2（2）、
64-65、2004

■藤原　明、藤原元子：ウサギの入院管理（4）、VEC、2（3）、
80-82、2004

■髙島一昭：循環器薬を見直す－慢性心不全に対する硝酸薬
の適応とその使い方、SA Medicine、6、6、19-26、2004

■髙島一昭：蛋白喪失性腸症－蛋白喪失性腸症の診断と治
療、Info VETS、7（6）、13-16、2004

■髙島一昭：輸血－臨床における輸血の実際　血液型・血液
型判定と交差適合試験　輸血反応、SA Medicine 、6、 5、
19-26、2004

■髙島一昭：心臓カテーテル検査法. 動物臨床医学、12（4）、
201-205、2004

■佐藤正勝：アカラス（ニキビダニ症）、P-WELL（読売新聞）、
58、10-11、2004

■住吉　浩、山田英一、片野修一、山我義則、岡本芳晴： 犬の食
道拡張症に対する食道憩室切除術、獣医麻酔外科学雑誌、
35、73、2004

平成17年（2005）
■園部祥代、桑原典枝、桑原康人：長期間生存している骨肉腫

の犬の1例、獣畜新報、58（9）、726-729、2005
■下田哲也：3分間の血液塗抹標本観察、CAP、190、5-23、

2005
■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、1、

74-80、2005
■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、2、

84-88、2005
■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、3、

64-69、2005
■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、4、

62-71、2005
■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、5、

58-63、2005
■下田哲也：悪性腫瘍に伴う貧血、第2回日本獣医内科学アカ

デミー総会、Pro（No.2）、124-125、2005
■下田哲也：顕微鏡レクチャー－ケーススタディーによる血

液塗抹の見方－、第7回日本臨床獣医学フォーラム資料、
4-25-28、2005

■下田哲也：白血球を診る−数（量）の異常・形態（質）の異常－、
第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、
308-310、2005

■下田哲也：免疫抑制療法が必要な血液疾患・その病態と治療
－免疫介在性溶血性貧血・免疫介在性血小板減少症・免疫介
在性好中球減少症の病態と治療－、第26回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、246-249、2005

■下田哲也：臨床病理学、第22回日本獣医がん研究会、13-22、
2005

■加藤　郁：ウサギの雌性生殖器疾患の治療、VEC、3（1）、
21-28、2005

■加藤　郁：ウサギの腹部膨大を呈する疾患を解明しよう－
ウサギの腹部膨大はなぜ起きるのか－、第26回動物臨床
医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、293-295、
2005

■桑原康人、竹村直行、三品美夏：慢性腎不全の診断と治療
－実践的診断とStageⅡ～Ⅲを思索する－、座談会、Info 
VETS、8（2）、5-15、2005

■桑原康人：透析療法　血液透析と腹膜透析－血液透析の実
際症例とその問題点－、Info VETS、8（5）、18-22、2005

■深井麗子、藤田理恵子、大谷美紀、佐藤亜也子、斉藤亜紀子、
野原宏実、新井陽子、木村満知子、庄子さとみ、山田幸子、松
沢ふみ、児矢野早紀、藤田桂一：術前準備における動物看護
マニュアルの事故防止に関する効果、日本動物看護学会、
Animal Nursing、22-25、2005　

■髙島一昭：NSAIDs－NSAIDsの小動物領域での使用法　臨
床例を中心として、獣畜新報、58（5）、415-424、2005

■佐藤正勝：犬の健康大辞典−疥癬−、よみうりペット、33、
10-11、2005

■佐藤正勝：猫の健康大辞典−疥癬−、よみうりペット、34、
14-15、2005

■桑原康人：尿検査の意義と重要性－尿蛋白検査の意義－、第
26回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、285-292、2005

■桑原康人：慢性腎不全　今日の治療法－慢性腎不全におけ
る食事療法－、SA Medicine、7、4-9、2005

■髙島一昭：心膜疾患（特に心膜液貯留）の診断と治療 病態生
理と診断、第71回獣医麻酔外科学会・第83回日本獣医循環器
学会資料、20-22、2005
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■山形静夫：ニューキノロン系抗菌点眼剤ロメワンの臨床に

ついて、第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセ
ミナー、312、2005

■山形静夫：前房水混濁の際に注意すべき疾患－前房水混濁
がみられるリンパ腫の診断と治療－、第26回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、273-275、2005

■山田英一：小動物外科領域における外科用超音波吸引法の
有用性について、第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ラン
チョンセミナー、304-306、2005

■山田英一：蛋白漏出性腸症の診断・治療の最前線－蛋白漏出
性腸症の治療－、第26回動物臨床医学会、Pro（No.1）、 パネ
ルディスカッション、218-219 、2005

■小出和欣：肝葉切除、第7回日本臨床獣医学フォーラム、Pro
（No.2）、Vetフォーラム、138-142、2005

■小出和欣：胆嚢の外科、第7回日本臨床獣医学フォーラム、
Pro（No.2）、Vetフォーラム、155-158、2005

■松本英樹：救急医学－救急薬のグットタイミングなベスト
チョイス－、第26回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミ
ナー、10-14、2005

■深井麗子、藤田理恵子、大谷美紀、佐藤亜也子、斉藤亜紀子、
野原宏実、新井陽子、木村満知子、庄子さとみ、山田幸子、
松沢ふみ、児矢野早紀、藤田桂一：術前準備における動物
看護マニュアルの事故防止に関する効果（短報）、Animal 
Nursing 、10 （1）、22-25、2005　

■土井口　修：犬の僧帽弁閉鎖不全症のすべて－僧帽弁閉鎖
不全症の診断と重症度評価－、獣畜新報、58（6）、497-502、
2005

■土井口　修：小動物の血圧測定　血圧を測定する、CAP、
20（11）、6-10、2005

■土井口　修：心エコー図を用いて僧帽弁閉鎖不全症
（CDMD）の重症度評価と予後を見る、第26回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、卒セミナー、22-24、2005

■土井口　修：聴診の重要性と再確認－心エコー検査を行う
前に－、第83回日本獣医循環器学会（教育講演）資料、82-
86、2005

■清水美希、福山朋季、内田瑞穂、加藤小夜子、折戸謙介、田
中　綾、山根義久：心筋症ハムスターにおけるcandesartan 
cilexetilの心臓組織中のキマーゼ様活性と心筋線維化に対
する作用の検討、第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般
講演、32-36、2005

■才田祐人、曽田藍子、清水美希、島田俊介、平尾秀博、田中　
綾、山根義久：肺動脈狭窄症犬におけるカラードップラー法
による圧較差と左室収縮機能パラメーターとの関係、第26
回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、45-47、2005

■朽名裕美、島村俊介、曽田藍子、才田祐人、清水美希、平尾秀
博、田中　綾、山根義久：僧帽弁閉鎖不全モデル犬に対する
徐放性硝酸イソソルビド（sr-ISDN）の間欠的慢性投与の有
効性に関する検討、第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一
般講演、48-51、2005

■土井口　修：猫の肥大型心筋症（HCM）の病態と治療－無症
候性HCM（HOCM）への薬物療法－、第26回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、242-243、2005

■藤田桂一：小動物歯科治療の基本−歯石除去・歯の基本手技
と注意点、第26回動物臨床医学会、Pro（No.1）、イブニング
セミナー、184-189 、2005

■藤田桂一：小動物歯科診療の歴史ならびに現状と展望（Ⅰ）、
日獣会誌、58（4）、224-236、2005

■藤田桂一：小動物歯科診療の歴史ならびに現状と展望（Ⅱ）、
日獣会誌、58（5）、298-300、2005　　

■綿貫和彦、山口豊太郎、宮崎耕造、上村夏子、高橋秀俊：皮膚
真菌症に続いて肥満細胞腫を発症した猫の1例、ViVeD、 1

（1）、79-83、2005
■髙島一昭： うっ血性心不全時の血管拡張薬の使い方、（財）

動物臨床医学研究所セミナー（北海道）資料、2005
■髙島一昭：ショックの治療、第83回日本獣医循環器学会・第

71回獣医麻酔外科学会資料、102-103、2005
■髙島一昭： 心嚢水の診断と治療、（財）動物臨床医学研究所

セミナー（北海道）資料、2005
■髙島一昭：心膜疾患（特に心膜液貯留）の診断と治療のアプ

ローチ−病態整理と診断－、第83回日本獣医循環器学会・第
71回獣医麻酔外科学会資料、19-21、2005

■髙島一昭：脊髄疾患の診断と治療－神経検査・脊髄造影検
査・CT検査と内科外科療法－、（財）動物臨床医学研究所セ
ミナー（九州）資料、29-35、2005

■髙島一昭：先天性心疾患の診断と治療－心エコー検査を中
心に－、（財）動物臨床医学研究所セミナー（九州）資料、
1-5、2005

■髙島一昭：肺水腫・胸水・肺循環、第83回日本獣医循環器学
会・第71回獣医麻酔外科学会資料、20-22、2005

■竹中雅彦、髙島一昭、車谷　元、井田亘隆、山根義久：猫の慢
性腎不全に対するベラプロストナトリウムの治療効果につ
いての検討、第26回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、
72-76、2005

■藤原　明、藤原元子：ハムスターの入院管理（1）、VEC、3
（1）、44-45、2005

■藤原　明、藤原元子：ハムスターの入院管理（2）、VEC、3
（3）、78-80、2005

■藤原　明、藤原元子：ハムスターの入院管理（3）、VEC、3
（4）、42-43、2005

■佐々木直樹、岡村幸一、氏政雄揮、山田明夫：馬の疝痛症
状に対するクエン酸モサプリド製剤の臨床応用、馬の科学、
42（6）、432-434、2005

平成18年（2006）
■山形静夫：獣医眼科検査講習会（千寿製薬）、講義・実習テキ

スト（山口大学動物病院）、2006
■山形静夫：小動物眼科の検査（千寿製薬）、鳥取大学獣医学科

5年生講義・実習テキスト、2006
■山田英一：消化器外科に用いられるステイプラーの特徴と

手術の実際、SURGEON 、6/7（58）、55-68、2006
■小山秀一、桑原康人：慢性腎疾患の治療−増悪因子をいかに

コントロールするか、座談会、SA Medicine、12、65-70、
2006

■小出和欣（監修）：犬の健康大辞典－元気や食欲がなく吐き
気が起こる－、よみうりペット、48、10-11、2006

■小出和欣（監修）：猫の健康大辞典－黄疸になる－、よみう
りペット、40、14-15、2006

■小出和欣（監修）：猫の健康大辞典－元気や食欲がなくなる－、
よみうりペット、49、14-15、2006

■小出和欣、小出由紀子、矢吹　淳：先天性門脈体循環短絡症
犬46例における６列マルチスライスCTを用いた三次元CT
血管造影法による診断成績、第27回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、一般講演、145-149、2006
■小出和欣：意外に多い犬の肝外胆道系疾患 －治療－、第27
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回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、
27（1）、246-251、2006

■小出和欣：犬猫における全身麻酔時の呼吸管理、第27回動物
臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、307、2006

■小出和欣：門脈体循環短絡症の診断と治療の勘どころ－基
本的診断テクニックから最新のCT画像診断および外科治
療の最前線まで−、第8回日本臨床獣医学フォーラム、Vet
プログラム、187-194、2006

■松本英樹：失神性不整脈疾患を考える−内科療法でどこま
でコントロールできるか−、第27回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、パネルディスカッション、272-276、2006
■松本英樹：ショックは突然やってくる－ショックの病態生

理−、第27回動物臨床医学会、Pro（No.1）、モーニングセミ
ナー、131-135、2006

■大谷美紀、藤田理恵子、佐藤亜也子、木村満知子、松沢ふみ、
庄子さとみ、森みゆき、渡辺真由美、根本幸子、会田絵美子、
長谷川暁代、宮川則子、藤田桂一：動物病院における動物預
かりに関する動物看護師の役割と業務、Animal Nursing、
11（1）、31-34、2006

■土井口　修：Special Feature 乳糜胸治療への新しい試み　
乳糜胸に対する胸膜固定法（癒着術）、Info VETS、9（7）、
17-21、2006

■土井口　修：アドバンスな心エコー検査−心エコー図によ
る心機能評価−、第27回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科
会セミナー、101-104、2006

■中釜綾乃、清水美希、才田祐人、曽田藍子、田中　綾、山根義
久：alaceprilの心筋線維化に対する有効性の検討、第27回動
物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、85-88、2006

■下田哲也：IMHA、IMTPの治療を極める、第8回日本臨床
獣医学フォーラム資料、3-63-66、2006

■下田哲也：VTのためのFeLV、FIV講座、第8回日本臨床獣
医学フォーラム資料、4-46-47、2006

■下田哲也：症例から学ぶ血液検査データの見方・考え方、第
26回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、105-
107、2006

■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、6、
50-56、2006

■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、7、
58-64、2006

■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、8、
60-65、2006

■下田哲也：クリニックでの血液検査、CLINIC NOTE 、9、
64-71、2006

■下田哲也：形質細胞腫瘍と類縁疾患、獣畜新報、59（11）、
891-896、2006

■下田哲也：形質細胞腫瘍と類縁疾患－形質細胞骨髄腫、髄外
性形質細胞腫、原発性マクログロブリン血症の診断－、第3
回日本獣医内科学アカデミー総会、Pro（No.2）、146-147、
2006

■加藤　郁、森田幸雄、丸山総一：Mycobacterium avium 血清
型1型標準株および野外株のニワトリ（Gallus gallus）に対
する病原性について、鳥類臨床研究会第10回年次大会論文
集、38-40、2006

■加藤　郁：ウサギの毛球症−特集にあたって−、VEC、4
（3）、5、2006

■加藤　郁：獣医科用炭酸ガスレーザーの臨床応用、CLINIC 
NOTE、14、60-65、2006

■桑原康人（監訳）：タンパク喪失性腎症、J-VET、19、6-13、
2006

■桑原康人：尿検査−尿蛋白、SA Medicine、12、28-35、
2006

■桑原康人：猫下部尿路疾患－猫下部尿路疾患の診断アプ
ロー チと治 療 の 注 意 点－、CLINIC　NOTE、2、6-15、
2006

■戸野倉雅美、田熊大祐、島田雅美、馬場　亮、井原麻里子、杉
本洋太、難波　直、藤原　香、安藤沙衣子、鴇田真弓、藤田桂
一：犬のナルコレプシーにおける抗カタプレキシー薬によ
る長期治療の1例、第27回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般
講演、122-126、2006

■髙島一昭：猫の膿胸－診断から内科的・外科的治療まで－、
第27回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、99-
100、2006

■山形静夫：眼科疾患への点眼薬によるアプローチと注意
点、（財）動物臨床医学研究所セミナー（九州）資料、33-37、
2006

■飯塚智也、才田祐人、曽田藍子、田中　綾、山根義久：肺動脈狭
窄症に対する右室－肺動脈導管移植術の臨床応用を目的とし
た肺動脈bandingによる肺動脈狭窄症モデル犬の作製－、第
27回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般講演、135-139、2006

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第1回−動物の行動・
症状から考えられる口腔内疾患と稟告のとり方、J-VET、
19（11）、71-74 、2006

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第２回－動物病院に
来院した動物の口腔検査法PART 1、J-VET、19（12）、57-
63、2006

■藤田桂一：たかが抜歯？されど抜歯－単純抜歯から難抜歯
までのノウハウ－、第27回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒
セミナー、24-25 、2006

■藤田桂一：短頭種の口腔疾患、CLINNIC NOTE、11、10-
20 、2006   　

■藤田桂一：予防獣医療の確立－動物病院に求められている
予防とは？治療から予防へ－、mVm、89、23-30、2006

■綿貫和彦：位相差顕微鏡を使ってみませんか？、mVm 、
15（92）、66-69、2006

■髙島一昭： 外耳道疾患の診断と内科的外科的治療法、平成
18年度日本小動物獣医学会〔東北〕資料、 90-91、2006

■髙島一昭： 心嚢水貯留の病態評価とその治療、平成18年度
小動物講習会（愛媛県獣医師会）資料、 19-22、2006

■髙島一昭： 先天性心疾患の診断と治療、平成18年度小動物
講習会（愛媛県獣医師会）資料、1-9、2006

■髙島一昭： 病態に合わせたうっ血性心不全の治療、平成18
年度小動物講習会（愛媛県獣医師会）資料、10-18、2006

■藤原　明、藤原元子：ハムスターの入院管理（4）、VEC、4
（1）、52-54、2006

■甲斐（石川）勝行：内視鏡を使いこなす！ Part1 目的と基本
的な操作　膀胱鏡−適応性・システム構成・検査の手順−、
Info VETS、9（11）、30-34、2006

■甲斐（石川）勝行：硬性内視鏡を使いこなそう！膀胱鏡で明
らかになる下部尿路疾患、CLINIC NOTE、10、78-84、
2006

■毛利　崇：ウサギの毛球症の内科治療、VEC、4（3）、20-
26、2006

■山田英一： 腸の通過障害、獣医麻酔外科学雑誌、37、46-
48、2006
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■山田英一： 超音波メスの応用 脊椎手術、獣医麻酔外科学雑

誌、37、59、2006

平成19年（2007）
■深瀬　徹、山根義久：臨床獣医師のための補助犬講座　第5

回身体障害者補助犬の衛生確保のための健康ガイドライ
ン、SA Medicine、9（3）、88-93、2007

■曽田藍子、髙島一昭、田中　綾、才田祐人、山根義久：犬の僧
帽弁置換術における人工生体弁の有効性、第28回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、一般講演、10-14、2007

■才田祐人、平　悟志、星　克一郎、曽田藍子、飯塚智也、田中
　綾、山根義久：肺動脈狭窄モデル犬に対する右室−肺動
脈導管移植術の有効性の検討−、第28回動物臨床医学会、
Pro（No.3）、一般講演、19-22、2007

■有村卓朗、田中弓子、佐藤里香、高山和己、町田　登、田中　
綾、清水美希、山根義久、木村彰方：雄ホルモンは拡張型心筋
症病態を増悪させる、第28回動物臨床医学会、Pro（No.3）、
一般講演、23-24、2007

■綿貫和彦： 位相差顕微鏡を使ってみませんか？（その２）
－赤血球の観察－、mVm 、16（99）、33-36、2007

■藤原　明： ウサギとハムスターの入院管理、第28回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、110-116、2007

■佐藤正勝： 猫の膵炎、よみうりペット、56、14-15、2007
■安川邦美、下田哲也：犬アトピー性皮膚炎に対し、イヌイン

ターフェロン-γ療法を行った症例のその後の臨床経過、
Visual Veterinary Dermatology、3、143-148、2007

■安川邦美、下田哲也：犬アトピー性皮膚炎に対するイヌイン
ターフェロン-γの長期維持療法について、第28回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、231-232、2007

■安川邦美、斉藤志保里、柴崎裕也、下田哲也、岩崎利郎：犬の
アトピー性皮膚炎におけるイヌインターフェロン-γ製剤

（組換え型）の低用量での効果　無作為化２用量オープン
比較試験、Journal of Modern Veterinary Medicine、16、
38-47、2007

■下田哲也：血液の病気を詳しく知ろう！免疫介在性溶血性
貧血（IMHA）って何？、第9回日本臨床獣医学フォーラム
資料、4-26-27、2007

■下田哲也：血小板の異常による止血障害、第4回日本獣医内
科学アカデミー総会、Pro（No.2）、158-159、2007

■下田哲也：犬のリンパ腫を再チェック－消化器型リンパ
腫の臨床的特徴と診断－、第28回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、クリニカルシンポジウム、307-308、2007
■下田哲也：顕微鏡レクチャー－細胞形態観察から診断に

せまる－、第9回日本臨床獣医学フォーラム資料、3-159、
2007

■真下忠久：CT検査の実際と適応、京都北部動物病院協会研
修会資料、1-11、2007

■真下忠久： 診察室で注意すべき脳疾患、第28回動物臨床医
学年次大会、Pro（No.1）、卒セミナー、87-90、2007

■政次英明、 安川邦美、 大東勇介、長崎鉄平、 松本秀文、 下田
哲也：ヒト免疫グロブリン療法とステロイドパルス療法を
実施した自己凝集と血管内溶血を伴う免疫介在性溶血性貧
血の犬の２例、Info Vet、10（3）、26-28、2007

■大谷美紀、藤田理恵子、佐藤亜也子、深井麗子、木村満知子、松
沢ふみ、庄子さとみ、森　みゆき、渡辺真由美、三浦紫陽子、小
林由布子、平田佳代子、小林　優、藤田桂一：動物病院におけ
る面会時の対応、Animal Nursing、2 （1）、50-53、2007

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第3回−動物病院に来
院した動物の口腔検査法PART 2、J-VET、20（1）、59-66、
2007 

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第4回−基本的な予
防歯科処置・歯周外科・口腔外科処置に必要な器具・器材、
J-VET、20（2）、61-69、2007　

■藤田桂一： 基礎からの小動物歯科学　第5回−歯と歯周組
織の構造と歯周病の特徴、J-VET、20（3）、51-55、2007　

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第6回−予防歯科処
置、J-VET、20（4）、53-59、2007

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第7回−抜歯の適応
症、抜歯計画および抜歯後の治癒機転、J-VET、20（5）、
69-77、2007　

■藤田桂一： 基礎からの小動物歯科学　第8回−抜歯手技へ
のアプローチ、J-VET、20（６）、79-84、2007　

■藤田桂一： 基礎からの小動物歯科学　第9回−多根歯の抜
歯および外科的抜歯手技、J-VET、20（７）、61-70、200

■藤田桂一： 基礎からの小動物歯科学　第10回−残根の除
去・抜歯鉗子による抜歯法および抜歯による併発症、J-VET、
20（8）、63-70、2007　

■藤田桂一：高齢動物（犬・猫）の口腔疾患の管理−術後（処置
後）の管理、Info VETS、10（9）、4-10、2007 

■藤田桂一：高齢動物（犬・猫）の口腔疾患の管理−術前検査・
診断の重要性、Info VETS、10（9）、24-26、2007

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第11回−歯周外科治
療－歯肉切除術と歯肉形成術－、J-VET、20（9）、65-71、
2007

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第12回−歯周外科治
療－フラップ形成術（粘膜　肉移動術、骨形成術を含む）お
よび組織再生誘導（GTR）－、J-VET、20（10）、61-67、2007

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第13回−口腔外科治
療－口蓋裂（口蓋欠損）の修復－、J-VET、20（12）、66-74、
2007

■下田哲也：免疫介在性血球減少症の治療戦略、第28回動物
臨床医学会、Pro（No.1）、イブニングセミナー、178-181、
2007

■加藤　郁：ウサギの腎泌尿器・生殖器疾患を解明する・生殖
器疾患、第28回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、247-248、2007

■加藤　郁：ウサギの膝蓋骨内方脱臼の4症例、VEC、5（3）、
46-53、2007

■桑原康人（監訳）：猫の慢性腎不全　長期的内科管理、
J-VET、20、27-35、2007

■桑原康人（監訳）：慢性腎不全の管理、J-VET、20、45-56、
2007

■桑原康人：血液ガス・酸塩基平衡－腎疾患における血液ガ
ス・酸塩基平衡の測定と解釈－、SA Medicine、13、12-
16、2007

■桑原康人：猫の慢性腎不全のコントロール−一般臨床医の
できること−、第28回動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミ
ナー、35-40、2007

■荒蒔すぐれ、桑原康人、桑原典枝：低カリウム血症性ミオパ
シーを伴った甲状腺機能亢進症の猫の2例、獣畜新報、60

（12）、1013-1015、2007
■髙島一昭：犬猫のフィラリア症を考える－犬のフィラリア

症の診断と治療および予防法－、第28回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、225-228、2007
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■髙島一昭：循環器分野のスペシャリストをめざして−人工

心肺使用下における開心術−、第28回動物臨床医学会、Pro
（No.1）、クリニカルシンポジウム、296-297、2007

■山形静夫：SUFVS眼科セミナー（千寿製薬・大日本住友）、
講義・実習資料、大阪コミュニケーションアート専門学校、
2007

■山形静夫：SUFVS眼科セミナー（千寿製薬・大日本住友）、
講義・実習資料、名古屋市獣医師会館、2007

■小出和欣：小動物における肝・胆道系検査のポイント －ど
んな検査で何がどこまでわかるのか？－、第9回日本臨床獣
医学フォーラム東北地区大会資料、45-66、2007

■小出和欣：小動物における肝生検の実践講座 －どんな時、
どのタイミングで、どんな方法で行うか－、第9回日本臨床
獣医学フォーラム、Vetプログラム、64-68、2007

■小出和欣： 特集　CT・MRI検査を活かす２　軟部外科手術
にCTを活かす－マルチスライスCTとワークステーション
を用いた3D-CTを中心に－、CLINIC NOTE、19、5-15、
2007

■小出和欣：腹腔内腫瘤病変の画像診断Up date－CT検査－、
第28回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、194-200、2007

■松沢ふみ、藤田理恵子、大谷美紀、佐藤亜也子、深井麗子、木
村満知子、庄子さとみ、森　みゆき、渡辺真由美、三浦紫陽
子、小林由布子、平田佳代子、小林　優、戸野倉雅美、藤田桂
一：動物病院における受付の応対マナー（短報）、Animal 
Nursing、2（1）、45-49、2007　

■松本英樹：麻酔中の異常事態の対応について、第28回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、74-80、2007

■岩本竹弘、中野康弘、南毅生：避妊手術後の子宮断端に腫瘤
が発生した犬の2例、CAP、214、18-21、2007

■氏政雄揮：海外および日本におけるサーコウイルスワクチ
ン（PCV2ワクチン）の状況、養豚の友、461、48-51、2007

■氏政雄揮：養豚農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント　第1回　ポジティブリスト制度とは？、養豚の
友、454、66-70、2007

■氏政雄揮：養豚農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント　第2回　経過措置に伴い休薬期間に注意が必要
な動物用医薬品、養豚の友、455、58-61、2007

■氏政雄揮：養豚農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント　第3回　ポジティブリスト制対応使用規制情報
検索システムの使用法、養豚の友、456、60-67、2007

■氏政雄揮：養豚農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント　最終回　ポジティブリスト制度普及のための
Q&A、養豚の友、457、66-69、2007

■氏政雄揮：養鶏農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント（第1回）、養鶏の友、548、54-58、2007

■氏政雄揮：養鶏農家のためのポジティブリスト制度対応の
ポイント（第2回）、養鶏の友、549、36-39、2007

■甲斐（石川）勝行：内視鏡を使いこなす！ Part2実践例に学
ぶ　膀胱鏡、Info VETS、9（12）、31-36、2007

■山根　剛：初心者のための心電図、第28回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、卒セミナー、41-43、2007

■山根　剛：初心者のための心エコー検査、第28回動物臨床医
学会、Pro（No.1）、イブニングセミナー、185-187、2007

■野中雄一：みんなが知っておくべき!!　マイクロチップの基
礎、CLINIC NOTE、21、6-14、2007

平成20年（2008）
■山根義久：人と動物の健康を考える－子供と動物の感性と

知性－、Merial Magazine Avant、8（9）、13-14、2008
■野中雄一、山根　剛、髙島一昭、山根義久：胃腺癌の犬の1

例、CLINIC NOTE、31、69-73、2008
■水谷雄一郎、塚根悦子、髙島一昭、山根義久、下田哲也：心基

底部に発生した血管肉腫に外科的切除と心膜切除術を行っ
た犬の1例、Info VETS、5（11）、33-36、2008

■土井口　修、宇塚雄次、土井口　勝：犬の高度僧帽弁逆流
における心エコー指標（FS、E/A）と胸部X線指標（CTR、
VHS）の相関、九州地区獣医師会大会（一般講演）資料、88、
2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第21回−歯科保存学
（5）抜髄根管治療、J-VET、21（8）、55-67、2008

■藤田桂一：犬と猫の歯科領域における疼痛管理、CLINIC 
NOTE、39、14-25、2008

■藤田桂一：犬の歯周病　早期発見・早期治療のポイント、
mVm、109、5-17、2008

■藤田桂一：猫歯肉口内炎の臨床疫学的特徴と治療法、第29
回動物臨床医学会、Pro（No.1）、モーニングセミナー、173-
179、2008

■矢吹　淳、 小出和欣、小出由紀子：外科治療を行った腫瘤型
肝細胞癌犬25症例の臨床検査所見と治療成績、第29回動物
臨床医学会、Pro（No.3）、一般口演、119-122、2008

■髙島一昭：循環器疾患の診断法、平成18年度小動物講習会
（愛媛県獣医師会温泉支部）資料、2008

■髙島一昭： 猫の横隔膜ヘルニアの外科、平成18年度小動物
講習会（愛媛県獣医師会温泉支部）資料、2008

■髙島一昭：猫の膿胸、平成18年度小動物講習会（愛媛県獣医
師会温泉支部）資料、2008

■髙島一昭：組換え型イヌインターフェロン-γ療法を行った
アトピー性皮膚炎の犬の4例　週1回投与およびその後の
維持療法、 Visual Veterinary Dermatology 、4、 220-228、
2008

■真下忠久：Goin' where the wind blows －地域獣医療はど
こへ行く－、日獣会誌、 61（2）、114-115、 2008

■野中雄一、 山根　剛、 髙島一昭、山根義久： 胃腺癌の犬の1
例、CLINIC NOTE、4、2、69-73、2008

■山田英一： 大腸の外科手術適応症 、第29回動物臨床医学
会、Pro（No.1） 、パネルディスカッション、268-269、2008

■山本景史：各腫瘍症例の外科的切除法と切除後の内科的治
療、消化器型リンパ腫の猫の1例、第29回動物臨床医学会、
Pro（No.1）、パネルディスカッション、381-382、2008

■小出和欣、小出由紀子、 矢吹淳：胆嚢切除術を行った犬の胆
嚢粘液嚢腫24症例の臨床所見と治療成績、第29回動物臨床
医学会、Pro（No.3）、一般口演、123-127、2008

■小出和欣：特集 止血・凝固線溶系検査－凝固系検査－、SA 
Medicine、56、17-25、2008

■小出和欣：特集Ⅰ 肝外胆道系の外科－肝外胆道系疾患に対
する外科的治療－、SURGEON、67、34-70、2008

■小出和欣：特集Ⅰ 副腎の外科－副腎疾患に対する外科的治
療（副腎摘出術）－、SURGEON、72、34-52、2008

■松本英樹：心雑音を確認！ あとどの位生きられるか？何が
出来る？−犬の回顧的調査結果から−、第29回動物臨床医
学会、Pro（No.1）、卒セミナー、3-9、2008

■藤田桂一、笹原沙衣子、鴇田真弓、伊藤寛恵、長田裕子、川重
結子：デンタルガムによる犬の口腔内衛生効果、第29回動物
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臨床医学会、Pro（No.3）、一般口演、114-118、2008

■藤田桂一：これができなければ治療に進めない！−口腔検
査の重要性、第29回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、294-300、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第14回−口腔外科治
療－口腔鼻腔（口鼻廔管）の修復－、J-VET、21（1）、59-
65、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第15回−口腔外科治
療－軟口蓋過長症の治療－、J-VET、21（2）、57-61、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第16回−口臭を考え
る、J-VET、21（3）、67-74、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第17回−歯科保存学
（1）保存修復と歯内治療の概念、J-VET、21（4）、52-60、
2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第18回−歯科保存学
（2）保存修復と歯内治療に必要な器具・器材、J-VET、21（6）、
65-73、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第19回−歯科保存学
（3）保存修復の実際、J-VET、21（7）、55-63、2008

■藤田桂一：基礎からの小動物歯科学　第20回−歯科保存
学（４）覆罩術と生活歯髄切断術、J-VET、21（8）、61-67、
2008

■安川邦美、下田哲也：犬アトピー性皮膚炎に対するイヌイ
ンターフェロン-γの長期維持療法、Visual Veterinary 
Dermatology、４、134-138、2008

■宇野雄博：会陰ヘルニア−ポリプロピレン・メッシュによる
骨盤隔膜形成術、Info VETS、11（11）、13-16、2008

■下田哲也：血小板異常による止血障害、獣畜新報、61（3）、
125-130、2008

■下田哲也： 顕微鏡レクチャー　細胞形態観察から診断にせ
まる、第10回日本臨床獣医学フォーラム資料、3-204、2008

■加藤　郁、片岡　康（監修）：子宮蓄膿症と肝細胞癌を認め
た犬の1例、CAP、23（3）、64-68、2008

■加藤　郁：ウサギの尿石症、VEC、6（4）、3-17、2008
■加藤　郁：フェレットの予防医療−ジステンパーと寄生虫−

当院におけるフェレットの予防と診察、VEC、6（1）、52-
58、2008

■加藤　郁：無麻酔によるウサギ臼歯過長症の治療レベルと
適応レベル、動物臨床医学、17（3）、91-96、2008

■桑原康人：慢性腎臓病（CKD）の臨床的重要性と考え方、第
29回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、143-
148、2008

■桑原康人：慢性腎臓病（CKD）を考える−CKDの診断−、第
29回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、321-326、2008

■桑原康人： 慢性腎臓病における尿中蛋白について、日本獣
医腎泌尿器学会誌、1、27-32、2008

■戸崎和成、戸崎啓子、倉本悦子、伊藤祥子、大橋英二、小沼　
守、内藤晴道、加藤　郁、中村金一、相馬武久：フェレットの
予防医療−ジステンパーと寄生虫－フェレットの犬ジステ
ンバーワクチン接種後の抗体調査－、VEC、6（1）、17-21、
2008

■髙島一昭： 犬猫の卵巣子宮全摘出術・避妊術を考える－一
般的術式－、第29回動物臨床医学会、Pro（No.3）、いたみシ
ンポ、197-198、2008

■髙島一昭： 僧帽弁閉鎖不全症をもう一度見直す－治療－、
第29回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ

ン、367-370、2008
■山形静夫：SUFVS眼科セミナー（千寿製薬・大日本住友）、

講義・実習テキスト、2008
■山形静夫：眼科疾患への点眼治療によるアプローチと注意

点、日小獣年次学会テキスト、ランチョン、273-276、2008
■髙島一昭：犬糸状虫症　病態生理と臨床－犬の犬糸状虫症

の現状、AVANT、10、8-12、2008
■髙島一昭：猫の健康大辞典　急に足がふらつき立てなくな

る（大動脈血栓塞栓症）、よみうりペット、65、14-15、2008
■氏政雄揮：ポジティブリスト制対応使用規制情報検索シス

テムの構築と活用法について、臨床獣医、2、34-38、2008
■甲斐勝行：細径硬性鏡によりさらに応用範囲が広がった膀

胱鏡検査、CLINIC NOTE.、4（4）、60-65、2008
■白永伸行、本山祥子、石川浩三、小見山剛英、白永純子：心膜

悪性中皮腫の猫の1例、山口獣医学雑誌、35、27-32、2008
■野中雄一、 山根　剛、 髙島一昭、山根義久 : 胃腺癌の犬の1

例. CLINIC NOTE、4（2）、69-73、2008 
■山根　剛： 各心疾患における検査所見、第29回動物臨床医

学会、Pro（No.1）、卒セミナー、72-75、2008
■水谷雄一郎、塚根悦子、髙島一昭、山根義久、下田実：心基底

部に発生した血管肉腫に外科的切除と心膜全切除術を行っ
た犬の１例、Info VETS、11（5）、33-36、2008

■毛利　崇：蛋白漏出性腎症を伴った円板状エリテマトーデ
スの犬の1例、Info VETS、11（4）、27-30、2008

■毛利　崇：ウサギの神経疾患の画像診断、VEC、6（3）、24-
34 、2008

■毛利　崇： ウサギの消化管通過障害を解明する、第29回動
物臨床医学会年次大会、Pro（No.1）、パネルディスカッショ
ン、348-354、2008

■住吉　浩、山田英一、吉見　泰、長濱正太郎、西村亮平： 猫に
おけるメデトミジンーブトルファノールコンビネーション
を用いた効果的な麻酔前投与方法の検討、獣医麻酔外科学
雑誌、38（3）、43-51、2008

■山田英一： 小腸の外科疾患ならびに手術法、獣医麻酔外科
学雑誌、39、47-49、2008

平成21年（2009）
■高畠正義 、植松洋介、岩崎圭子、山口智宏、藤田桂一：歯肉口

内炎猫における猫ヘルペスウイルスおよび猫カリシウイル
ス遺伝子の検出、第30回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般
口演、110-113、2009

■山形静夫：角膜潰瘍をもう一度考える、2009年年次学会講
演集、ランチョン、177-178、2009

■山田英一、住吉　浩：消化器外科に用いられるステイプラー
の特徴と手術の実際、SURGEON、3、135-148、2009

■小出和欣：肝臓の画像診断（Echo、CT等）と外科手術－肝
臓実質編－、第11回日本臨床獣医学フォーラム、Vetプロ
グラム、11（1）、44-47、2009

■小出和欣：消化器疾患の診断精度を高めるための生検－各
種アプローチ法の比較－開腹手術下での生検法、第30回動
物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、220-
222、2009

■小出和欣：超音波手術装置SonoSurgを中心とした各種外科
手術装置の使い分けとテクニック、第30回動物臨床医学会、
Pro（No.3）、ランチョンセミナー、276-278、2009

■水谷格之、藤野泰人、後藤裕子、高橋　雅、中島　亘、盆子原
誠、小林哲也、中野優子、久末正晴、藤田桂一、苅谷和廣、大野
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耕一、辻本　元：犬のリンパ腫における新Kiel分類を用いた
予後の検討、第30回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般口演、
77-80、2009

■藤田桂一： 犬と猫における歯科領域の疼痛管理、第30回動
物臨床医学会、Pro（No.1）、イブニング、171-175、2009

■藤田桂一：犬における歯科検診とよくみられる口腔疾患、
第30回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、
255-257、2009

■藤田桂一： 犬の口腔検査（歯科検診）の重要性、第11回日
本臨床獣医学フォーラム資料、ランチョンセミナー、104-
107、2009

■藤田桂一：口腔の外科的治療－抜歯法を考える－開放式抜
歯法（オープン・フラップ・テクニック）、第30回動物臨床
医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、341-345、
2009

■藤田桂一：十院十色　組織全体でクレドを共有するフジタ
動物病院、NJK（Nippon Jyuuishi Kairanban）、12、2009

■藤田桂一：新人獣医師とうまくやっていくコツ－育っても
らう環境整備－、CLINIC　NOTE、45（4）、10-18、2009

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第1回−病院
の言葉、J-VET、22（8）、69-74、2009　　

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第2回−エビ
デンス、J-VET、22（9）、72-74、2009　　

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第3回−寛解、
J-VET、22（10）、78-81、2009　　

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第4回−重篤、
J-VET、22（12）、68-70、2009

■宇野雄博：犬の高脂血症と胆嚢疾患、獣畜新報、62（4）、
293-298、2009

■宇野雄博：肛門挙筋をイメージしたポリプロピレン・メッ
シュによる骨盤隔膜形成術、第79回麻酔外科学会資料、パネ
ルディスカッション、126- 127、2009

■下田哲也：血液疾患のとらえ方、北海道小動物獣医師会第17
回年次大会資料、55-90、2009

■下田哲也：血液疾患診断の基礎、（財）動物臨床医学研究所セ
ミナー（北海道）資料、1-24、2009

■下田哲也：臨床医が知っておくべきFeLVとFIVの実際、第
5回日本獣医内科学アカデミー総会、Pro（No.2）、220-221、
2009

■加藤　郁：ウサギの体表に認められた毛芽腫の4症例、
VEC、7（1）、60-69、2009

■桑原康人：ヒトと動物の前立腺疾患への対応－犬の前立腺
疾患の診断と治療－、第30回動物臨床医学会、Pro（No.1）、
クリニカルシンポジウム、368-369、2009

■桑原康人： 尿石症治療のストラテジー－経内視鏡的砕石術－
獣医療域での応用、CAP、24、31-36、2009

■桑原康人：病期からみる慢性腎臓病－慢性腎臓病の早期診
断と管理のポイント－、CAP、24、8-14、2009

■髙島一昭：上部呼吸器疾患（非腫瘍性）に対する外科治療、第
79回獣医麻酔外科学会・第91回日本獣医循環器学会テキス
ト、77、2009

■Boswood Adrian、 上地正実、 藤井洋子、髙島一昭：ピモベ
ンダン大規模臨床試験を治療にどう生かすか、mVm、18、
2、46-49、2009

■髙島一昭：犬の僧帽弁閉鎖不全症をもう一度見直す−犬
の僧帽弁逆流症の内科治療と外科治療、AVANT、14、
8-10、2009

■髙島一昭：未不妊去勢の動物を診る－不妊去勢手術の実践
のコツと落とし穴、CLINIC NOTE、5、8、42-58、2009

■藤田桂一：猫の歯肉口内炎は治るの？－猫の歯肉口内炎を
治す、CLINIC NOTE、51、10、2009　　

■武藤具弘：避妊手術−私の方法−麻酔からの手技・覚醒・術
後の体重管理まで－犬の卵巣摘出術－、第30回動物臨床
医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、330-332、
2009

■糀場　仁：避妊手術－私の方法－麻酔から手技・覚醒・術後
の体重管理まで－犬の卵巣・子宮摘出術－、第30回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、328-329、
2009

■髙島一昭：獣医領域における中毒－その現状と展望　小動
物臨床における中毒症例－、第147回日本獣医学会資料、
181、2009

■野中雄一、 髙島一昭、 山根　剛、山根義久： タンパク漏出性
腸症の犬の2例、CLINIC NOTE、5（2）、66-73、2009

■毛利　崇、 髙島一昭、 山根　剛、山根義久： CCNU投与に
よって寛解が得られた上皮向性リンパ腫の犬の1例、獣畜新
報、62（3）、227-230、2009

■山根　剛：細菌性尿路感染症へコンベニアR注の使用とメ
リット、mVm、18、76-77、2009

■山根　剛：動画で見る心エコー検査、第30回動物臨床医学
会、Pro（No.1）、卒セミナー、36-38、2009

平成22年（2010）
■桑原康人：治療シリーズ「腎・泌尿器疾患」－腎性高血圧症　

ファンコーニ症候群　尿石症　尿道閉塞－、SA Medicine、
12（3）、27-28、2010

■桑原康人：尿路疾患に対する膀胱鏡の臨床応用、日本獣医腎
泌尿器学会誌資料、3、24-28、2010

■桑原康人：非炎症性腹水が溜まる疾患をチェック（病態・診
断・治療）－蛋白喪失性腎症－、第31回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、クリニカルシンポ、335-339、2010
■高橋　香、藤田理恵子、片桐さやか、藤田桂一：犬猫の破折歯

における回顧的研究－犬205症例・猫18症例について－、第
31回動物臨床医学会、Pro（No.3）、一般口演、84-88、2010

■髙島一昭：獣医麻酔外科学会麻酔・疼痛管理専門部会が提案
した「動物の麻酔モニタリング指針（案）」を考える 小動物
の二次診療に携わる立場から、第80回麻酔外科学会・第92回
日本循環器学会・第47回日本獣医画像診断学会資料、173-
174、2010

■髙島一昭：猫の心筋症（いかに診断し治療するか） 臨床的な
診断法、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネルディス
カッション、288、2010

■山形静夫：前眼部炎症性疾患の診断と治療、2010年年次学
会講演集、ランチョンセミナー、220-221、2010

■小出和欣、小出由紀子、矢吹　淳、浅枝英希：犬の後天性門脈
体循環短絡症60症例、第31回動物臨床医学会、Pro（No.3）、
一般口演、93-97、2010

■小出和欣：胃の内科疾患・外科疾患について －胃の外科疾
患－、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、
77-81、2010

■小出和欣： 犬の胆嚢疾患の病態と診断・治療－内科的・外科
的治療－、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、クリニカル
シンポジウム、324-328、2010

■小出和欣：治療シリーズVol.2 　私はこうしている　血液
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疾患−高エストロゲン血症、SA Medicine、12（1）、21-
22、2010

■小出和欣：治療シリーズVol.2 　私はこうしている　血液
疾患−殺鼠剤中毒、SA Medicine、12（1）、66-69、2010

■小出和欣：特集 門脈シャントの診断・治療のポイント－早
期発見・早期治療に向けて、mVm、122、5-12、2010.9 

■小出和欣：軟部外科における各種手術装置の応用－使用
時のコツと注意点－、第12回日本臨床獣医学フォーラム、
Vetプログラム、12（1）、121-125、2010

■小幡美華、桑原康人、桑原典枝：膿胸に罹患後－急性糸球体
腎炎が疑われた猫の1例、獣畜新報、63（6）、484-487、2010

■松本英樹：会陰ヘルニアの整復－再発させない方法（プラグ
法での修復）−、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、314-315、2010

■浅枝英希、小出和欣、小出由紀子、矢吹　淳：後天性門脈体循
環短絡症が認められアメリカン・コッカー・スパニエルの15
例、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、一般口演、98-102、
2010

■真下忠久：脳脊髄液検査法、動物臨床医学、18（1）、17-20、
2010

■毛利　崇、 髙島一昭、 山根　剛、 野中雄一、山根義久： メソ
トレキセートおよび高用量シクロスポリンの併用が有効で
あった蛋白漏出性腸症の犬の1例、獣畜新報、63（6）、479-
483、2010

■土井口　修： 臨床心エコー図の基礎と応用、JSAVA機関
誌、31-42、50、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第5回−浸潤、
J-VET、23（1）、82-85、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第6回−生検、
J-VET、23（2）、82-85、2010

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第7回−耐性、
J-VET、23（3）、63-66、2010

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第8回−予後、
J-VET、23（4）、82-85、2010

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第9回−多飲
多尿、J-VET、23（5）、85-87、2010

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第10回−ウイ
ルス、J-VET、23（6）、81-84、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第11回−炎症、
J-VET、23（7）、80-83、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第12回−潰瘍、
J-VET、23（9）、70-73、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第13回−腫瘍、
J-VET、23（10）、76-79、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第14回−ステ
ロイド、J-VET、23（11）、77-81、2010

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第15回−対症
療法、J-VET、23（12）、78-82、2010

■藤田桂一： 猫の歯肉口内炎を診る、Avant　メリアル・ジャ
パン㈱、2-6、2010

■藤田桂一：犬における歯科検診とよくみられる口腔疾患、
日本獣医内科学アカデミー・日本獣医臨床病理学会資料、ラ
ンチョン、2010

■藤田桂一：犬の歯周病、PAV、エル・ビー・エス、2010
■藤田桂一：犬猫の歯科治療における動物看護師の役割、第31

回動物臨床医学会、Pro（No.3）、ランチョンセミナー、233-
235、2010

■藤田桂一：犬猫の歯科治療における動物看護師の役割、第12
回日本臨床獣医学フォーラム資料、ランチョンセミナー、
69、2010

■藤田桂一：口腔内X線検査の撮影法と読影の基本－口腔X
線写真の撮影法−、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パ
ネルディスカッション、244-248、2010

■藤田桂一： 歯の破折・乳歯遺残－歯周病における抜歯の判
断－、日本獣医臨床病理学会資料、13、2010

■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　血液疾患－
輸血、SA Medicine、12（1）、10-14、2010

■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　血液疾患－
輸血副反応、SA Medicine、12（1）、14-15、2010

■宇野雄博：会陰ヘルニアの整復術−再発させない方法−、肛
門挙筋をイメージしたポリプロピレン・メッシュによる骨
盤隔膜形成術、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、パネル
ディスカッション、311-313、2010

■宇野雄博：犬における胆嚢の画像検査、動物臨床医学、19
（3）、101-106、2010

■宇野雄博：犬の胆嚢疾患の病態と診断・治療、－発生要因と
病態および診断－、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、ク
リニカルシンポジウム、319-323、2010

■宇野雄博：胆嚢外科の手技と手術時期、第81回獣医麻酔外科
学会資料、パネルディスカッション、128-131、2010

■下田哲也：慢性骨髄増殖性疾患、第6回日本獣医内科学アカ
デミー総会、Pro（No.2）、154-155、2010

■下田哲也：免疫抑制療法、Joncol、6、70-74、2010
■加藤　郁：ウサギの診療ポイント、第31回動物臨床医学会、

Pro（No.1）、卒セミナー、36-40、2010
■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えてお

きたいウサギの診療ポイント−第1回基礎知識、CLINIC 
NOTE、59、11-19、2010

■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えておき
たいウサギの診療ポイント−第2回診察の実践、CLINIC 
NOTE、61、45-58、2010

■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えてお
きたいウサギの診療ポイント−第3回ウサギの歯科疾患、
CLINIC NOTE、63、32-43、2010

■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えておき
たいウサギの診療ポイント−第4回ウサギの消化器疾患、
CLINIC NOTE、65、34-43、2010

■加藤　郁：エキゾチックペット研究会での症例発表のポイ
ント、エキゾチックペット研究会誌、12、57-59、2010

■桑原康人（監訳）：シュウ酸カルシウム結石症、J-VET、23
（6）、15-23、2010

■桑原康人（監訳）：猫のストルバイト結石症、J-VET、23（7）、
12-20、2010

■藤田桂一：猫の歯肉口内炎と破歯細胞性吸収病巣の特徴と
治療、第31回動物臨床医学会、Pro（No.1）、分科会セミナー、
128-132、2010

■藤田桂一： 猫医学徹底攻略−猫の歯肉口内炎の発症の背景
と治療法−、第12回日本臨床獣医学フォーラム資料、169-
171、2010

■毛利　崇、 髙島一昭、 山根　剛、 野中雄一、山根義久： メソ
トレキセートおよび高用量シクロスポリンの併用が有効で
あった蛋白漏出性腸症の犬の1例、獣畜新報、63（6）、479-
483、2010

■山根　剛：心電図ってどう読む？、第31回動物臨床医学会、
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Pro（No.1）、卒セミナー、41-42、2010

平成23年（2011）
■桑原康人：慢性腎臓病（CKD）の臨床的重要性と考え方、動

物臨床医学、20（3）、71-75、2011
■髙島一昭：インターベンションによる循環器疾患の治療、

第81回獣医麻酔外科学会・第93回日本獣医循環器学会資料、
144、2011

■髙島一昭：開胸術、第81回獣医麻酔外科学会・第93回日本獣
医循環器学会資料、 65-66、2011

■髙島一昭： 術後にみえる術前に注意すること、第81回獣医
麻酔外科学会・第93回日本獣医循環器学会資料、 225、2011

■山形静夫： 眼科実習−各種眼科検査の実際−、動物臨床医
学研究所資料、山根動物病院、2011

■山形静夫：前眼部炎症性疾患の診断と治療、知の市場（動物
臨床医学研究所）資料 、倉吉市、2011

■小出和欣：肝臓腫瘍－周術期管理のポイント－、第13回日
本臨床獣医学フォーラム、Vetプログラム、13（1）、58-61、
2011

■小出和欣：肝臓腫瘍－動画で見る肝臓腫瘍外科－、第13回日
本臨床獣医学フォーラム、Vetプログラム、13（1）、62-63、
2011

■小出和欣：特集 見落とさないで！ 門脈体循環シャントに
よる尿路結石症 尿酸アンモニウム結石と門脈体循環シャ
ントの治療・管理、CLINIC NOTE、71、34-47、2011

■小出和欣：特集 見落とさないで！ 門脈体循環シャントに
よる尿路結石症 尿酸アンモニウム結石の基礎疾患に門脈
体循環シャントを見落とさないために、CLINIC NOTE、
71、18-32、2011

■小出和欣：特集 胆嚢粘液嚢腫 胆嚢粘液嚢腫の外科治療、
Info VETS、151、18-25、2011

■小出和欣：特集 門脈体循環シャント（後編）－門脈体循環
シャントの外科解剖－、SURGEON、89、4-24、2011

■藤田桂一：犬猫の歯科治療における動物看護士の役割、第7
回日本獣医内科学アカデミー学術大会・日本臨床病理学会
資料、ランチョン、2011

■藤田桂一：犬猫の歯周病に対する治療−歯周病の治療の考
え方と歯垢歯石除去、第32回動物臨床医学会、Pro（No.1）、
パネルディスカッション、285-289、2011

■藤田桂一：治療シリーズVol.9　眼科・口腔疾患−歯周病、
SA Medicine、13（2）、71-75、2011　　

■藤田桂一：治療シリーズVol.9　眼科・口腔疾患−口腔鼻腔
瘻（口鼻瘻管）、SA Medicine、13（2）、79-81、2011　　

■藤田桂一：失敗しない抜歯法、第32回動物臨床医学会、Pro
（No.1）、卒セミナー、17-21、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第16回−悪性
腫瘍、J-VET、24（1）、82-86、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第17回−化学
療法、J-VET、24（2）、78-83、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第18回−既往
症、J-VET、24（3）、90-94、2011

■藤田桂一： 動物病院の言葉を分かりやすく　第19回−抗体、
J-VET、24（4）、78-82、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉を分かりやすく　第20回−副作
用、J-VET、24（5）、84-88、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第21回−合併
症、J-VET、24（6）、84-89、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第22回−イン
フォームドコンセント、J-VET、24（7）、86-90、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第23回−セカ
ンドオピニオン、J-VET、24（８）、85-90、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第24回−QOL、
J-VET、24（9）、82-89、2011　　　

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第25回−安楽
死（尊厳死）、J-VET、24（10）、78-83、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第26回−緩和
ケア、J-VET、24（11）、78-85、2011

■藤田桂一：動物病院の言葉をわかりやすく　第27回−プラ
イマリーケアー、J-VET、24（12）、78-84、2011

■藤田桂一：猫の歯の吸収病巣、第13回日本臨床獣医学
フォーラム資料、171-173、2011

■藤田桂一：抜歯時における超音波スケーラー用歯根膜剥離
チップの有用性、SURGEON、8/9（89）  91-97、2011

■糀場　仁：潜在精巣の発生機序と腫瘍化ならびに臨床的
対応－潜在精巣の摘出－、第32回動物臨床医学会、Pro

（No.1）、パネルディスカッション、328-329、2011
■髙島一昭：猫の心筋症の診断と治療、第32回動物臨床医学

会、Pro（No.1）、卒セミナー、29-32、2011
■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患

－犬の拡張型心筋症、SA Medicine、13（1）、19-21、2011
■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患

－猫の拡張型心筋症、SA Medicine、13（1）、22-24、2011
■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患

－猫の肥大型心筋症、SA Medicine、13（1）、25-28、2011
■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患

－猫の大動脈血栓塞栓症、SA Medicine、13（1）、28-30、
2011

■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患
－猫の拘束型心筋症、SA Medicine、13（1）、31-32、2011

■髙島一昭：治療シリーズ　私はこうしている　循環器疾患
－猫の不整脈源性右室心筋症、SA Medicine、13（1）、33-
35、2011

■髙島一昭： 治療シリーズ　私はこうしている　呼吸器・胸
腔疾患－膿胸、SA Medicine、13（5）、47-50、2011

■髙島一昭： 治療シリーズ　私はこうしている　呼吸器・胸
腔疾患－乳び胸、SA Medicine、13（5）、51-53、2011

■髙島一昭： 治療シリーズ　私はこうしている　呼吸器・胸
腔疾患－気胸、SA Medicine、13（5）、54-55、2011

■宇野雄博： 犬の胆嚢疾患－胆嚢炎・胆嚢粘液嚢腫を中心
に－、第32回動物臨床医学会、Pro（No.1）、モーニングセミ
ナー、130-137、2011

■宇野雄博：胆嚢粘液嚢腫とは、Info VETS、14（3）、4-8、
2011

■下田哲也：一般臨床家におけるサイトカイン療法　イン
ターフェロン療法を中心に、第32回動物臨床医学会、Pro

（No.3）、ランチョン、221-223、2011
■下田哲也：再生性貧血の鑑別診断、第7回日本獣医内科学ア

カデミー総会、Pro（No.2）、154-155、2011
■加藤　郁：ウサギの歯科、第32回動物臨床医学会、Pro
（No.1）、分科会セミナー、120-122、2011

■加藤　郁：ウサギの診療ポイント、動物臨床医学、20（2）、
31-39、2011

■加藤　郁：ウサギの精巣腫瘍・両側性の腫瘍形成や精細胞腫
も含まれた特徴的な4例、エキゾチック診療、3（1）、32-40、



11 

研
究
業
績
　【
3
】
そ
の
他
の
論
文

184
2011

■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えておき
たいウサギの診療ポイント−第5回ウサギの泌尿器疾患、
CLINIC NOTE、67、58-69、2011

■加藤　郁：エキゾチックペットの診察−絶対に覚えておき
たいウサギの診療ポイント−最終回ウサギの生殖器疾患、
CLINIC NOTE、69、10-24、2011

■桑原康人、田中誉朗、桑原典枝：両側腎結石を腎瘻形成およ
び結石破砕術により摘出した犬の1例、獣畜新報、64（9）、
753-756、2011

■桑原康人：腎泌尿器疾患における尿検査の重要性について
－尿検査から腎泌尿器疾患を検討する－腎疾患における
尿検査所見について（臨床例を中心として）、第31回動物臨
床医学会、Pro（No.1）、パネルディスカッション、316-320、
2011

■桑原康人： 慢性腎不全における栄養管理の重要性、第32回
動物臨床医学会、Pro（No.1）、卒セミナー、3-8、2011

■真下忠久：ココが決め手！ 画像診断から治療まで（第2回）
犬と猫の開口障害、CLINIC NOTE、68、68-77、2011

■真下忠久：ココが決め手！ 画像診断から治療まで（第6回）
脊髄腫瘍を疑う・見つける・治療する、CLINIC NOTE、
72、65-79、2011

■真下忠久： ココが決め手！ 画像診断から治療まで（第12
回）胃癌の診断と治療、CLINIC NOTE、78、70-77、2011

■赤木洋祐、真下忠久、山田昭彦、髙島一昭、山根　剛、松本郁
実、山根義久：犬の好酸球性膀胱炎における外科的治験例、
Info VETS、14（1）、11-13、2011

■氏政雄揮：猫医療の顕在化　何から始めますか？～今日か
ら取り組めるヒント～、Avant、21、11-14、2011

■氏政雄揮：経営に活かす猫の医療、猫の専門誌Felis（フェー
リス）、149-151、2011

■甲斐勝行：リンパ腫症例からみる化学療法の実際−抗癌
剤治療のコツと注意点−、CLINIC NOTE.、7（7）、7-14、
2011

■甲斐勝行：リンパ腫症例からみる化学療法の実際−抗癌剤
治療のコツと注意点−、CLINIC NOTE.、7（8）、90-97、
2011

■甲斐勝行：リンパ腫症例からみる化学療法の実際−抗癌剤
治療のコツと注意点−、CLINIC NOTE.、7（10）、55-60、
2011

■甲斐勝行： 特集　難治性膀胱炎　犬の特殊な膀胱炎（増殖
性膀胱炎）、Info VETS、14（1）、4-5、2011

■甲斐勝行：特集　難治性膀胱炎-ポリープ状慢性膀胱炎の2
例、Info VETS、14（1）、8-10、2011

■才田祐人：悩んでいませんか最近の循環器薬の使用法−
ベラプロストナトリウム−、第32回動物臨床医学会、Pro
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